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平成30年7月豪雨
今月の表紙

　平成 30 年７月豪雨は、市内各地に甚大な
被害をもたらしました。今月号では、被害状
況や被災者、ボランティアの声などをお伝え
します。

●平成 30 年７月豪雨（Ｐ２～）
●わくわく子どもコンテスト 入賞作品（P12 ～）
●市からのお知らせ など（P14 ～）
●市民のページ（P29 ～）

主な内容



平
成
30
年
７
月
豪
雨

　
市
民
の
皆
さ
ま
へ

　
台
風
７
号
お
よ
び
梅
雨
前
線
な
ど
の

影
響
に
よ
る「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」は
、

市
内
各
地
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
災
害
発
生
か
ら
今
日
ま
で
、
市
内
外

か
ら
数
多
く
の
支
援
物
資
や
義
援
金
な

ど
が
寄
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
携
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

被
災
以
降
、
市
は
上
水
道
や
下
水

道
、
道
路
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

や
避
難
所
の
運
営
な
ど
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、
避
難
生
活

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
、

家
屋
な
ど
を
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
が
災

害
前
の
生
活
環
境
を
取
り
戻
す
ま
で
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
一
日
も
早
く
皆
さ
ま
の
生
活
再
建
が

で
き
る
よ
う
に
、
国
や
県
、
関
係
機
関

と
協
力
し
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き

続
き
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

 　

高
梁
市
長　

近
藤
隆
則
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降
り
続
い
た
雨
が

      �

　
　
　
市
内
全
域
を
襲
う

　
７
月
5
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
降
り

続
い
た
雨
は
、
河
川
の
氾
濫
を
招
き
、

土
砂
災
害
や
家
屋
の
浸
水
な
ど
市
内
に

甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
６
日
の
午
後
３
時
25
分
に
土
砂
災
害

警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
、
午
後
５
時
40

分
に
は
中
井
町
の
一
部
、
午
後
7
時
に

は
松
山（
広
瀬
・
河
内
谷
地
区
）と
玉
川

町
玉
に
避
難
指
示
を
発
令
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
午
後
７
時
39
分
に
県
内
で

初
と
な
る
大
雨
特
別
警
報（
土
砂
災
害
）

が
発
表
さ
れ
、
市
内
全
域
に
避
難
勧
告

を
発
令
し
ま
し
た
。

　

高
梁
川
広
瀬
観
測
所
の
河
川
水
位

は
、
６
日
の
午
後
６
時
10
分
時
点
で
避

難
判
断
水
位
の
7.3
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、

午
後
10
時
に
12
・
89
メ
ー
ト
ル
を
記
録
。

そ
の
後
観
測
不
能
と
な
り
ま
し
た
。　

 

道
路
が
寸
断 

救
助
活
動
に
も
影
響

　

国
道
１
８
０
号
と
国
道
３
１
３
号
、

岡
山
自
動
車
道
な
ど
の
主
要
道
路
や
市

道
・
農
道
な
ど
で
、
崩
土
や
法
面
の
崩

落
、
冠
水
な
ど
に
よ
り
道
路
網
が
寸
断

平成 30年７月豪雨

大
き
な
役
割
を
担
っ
た
消
防
団

自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
な
ど
に
よ
る
救
助

　
市
消
防
団
は
、
河
川
警
戒
、
避
難
誘

導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
市
内
各

地
で
先
頭
に
立
っ
て
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　
落
合
町
近
似
で
は
７
日
未
明
に
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、
家
屋
が
倒
壊
し
て
住

民
が
一
時
行
方
不
明
に
。
消
防
団
は
地

域
住
民
と
消
防
署
、
高
梁
警
察
署
と
と

も
に
家
屋
か
ら
家
具
や
土
砂
を
運
び
出

し
、
捜
索
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
住
民
は
無
事
に
救
出
さ
れ
ま
し
た
。

川の氾濫による浸水（玉川町玉）・市民提供

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
車
両
で
市
内
各
地
へ
行

く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
広
瀬
地
区

で
家
に
取
り
残
さ
れ
た
人
や
落
合
町
阿

部
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
屋

上
な
ど
に
避
難
し
て
い
た
人
の
救
助
活

動
が
、
ボ
ー
ト
を
使
い
夜
を
徹
し
て
行

わ
れ
る
な
ど
非
常
に
困
難
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
落
合
町
福
地
に
あ

る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
約
１
０

０
人
が
２
階
へ
避
難
し
、
浸
水
が
収
ま

る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

　

避
難
所
へ
の
物
資
の
輸
送
、
供
給
も

困
難
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

主
な
救
助
活
動（
自
衛
隊
・
警
察
・
消
防
な
ど
）

①�

Ｊ
Ｒ
備
中
広
瀬
駅
近
く
で
民
家
に
取

り
残
さ
れ
た
住
民
を
救
助（
松
山
）

②�

土
砂
崩
れ
に
よ
る
安
否
不
明
者
を
捜

索
し
救
助（
高
倉
町
田
井
・
落
合
町
近

似
）

③�

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
屋
上
避
難

者
と
落
合
橋
西
か
ら
市
場
付
近
の
住

民
を
救
助（
落
合
町
近
似
・
阿
部
）

④�

浸
水
に
よ
り
民
家
に
取
り
残
さ
れ
た

住
民
を
救
助（
備
中
町
東
油
野
）

７月７日の高梁川（段町）

鉄
道
の
運
休

 

臨
時
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
運
行

　
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
の
一
部
区
間
運
休
は
、

通
勤
・
通
学
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
路
線
を
利
用
し
て
通
学
す
る
高

校
生
が
多
い
た
め
、
市
は
高
校
生
・
専

門
学
校
生
を
対
象
に
総
社
駅
～
備
中
高

梁
駅
間
、
備
中
高
梁
駅
～
新
見
駅
間
を

往
復
す
る
臨
時
バ
ス
を
運
行
し
ま
し
た
。

７
月
19
日
に
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
代
行
バ

ス
も
運
行
を
開
始
。
復
旧
ま
で
無
事
に

通
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
の
豪
渓
駅
～
上

石
見
駅
間
は
、
８
月
１
日
か
ら
通
常
運

行
と
な
り
ま
し
た
。
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数
々
の
支
援
物
資
が
全
国
か
ら
届
く

　

市
に
は
、
７
月
７
日
の
夜
か
ら
数
多

く
の
支
援
物
資
が
届
き
ま
し
た
。

　

市
内
外
の
８
０
０
を
超
え
る
個
人
・

企
業
な
ど
か
ら
飲
料
水
、
レ
ト
ル
ト
食

品
な
ど
の
保
存
可
能
な
食
料
、
乳
児
用

の
紙
お
む
つ
や
粉
ミ
ル
ク
、
衣
類
や
清

掃
用
具
な
ど
が
次
々
と
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
友
好
都
市
や
災
害
時
応
援

協
定
を
締
結
し
て
い
る
県
外
４
市
町
か

ら
も
食
料
品
な
ど
の
支
援
物
資
が
届
き

小
・
中
学
校
で
授
業
が
再
開

　
７
月
６
日
か
ら
休
校
に
な
っ
て
い
た

市
内
の
全
21
小
・
中
学
校
の
う
ち
、
校

舎
や
通
学
路
の
安
全
が
確
認
で
き
た
18

校
で
、
７
月
11
日
か
ら
授
業
が
再
開
さ

れ
ま
し
た
。
残
り
の
３
校
も
順
次
再
開

さ
れ
ま
し
た
。

水
道
施
設
の
冠
水
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
市
内
各
地
で
断
水

　

市
内
６
カ
所
の
水
源
池
と
３
カ
所
の

浄
水
場
が
水
没
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各

地
で
断
水
と
な
り
、
約
７
０
０
０
戸
に

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
７
月
７
日
か
ら
小
学
校

や
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
市
内
12
カ

所
に
給
水
車
を
配
置
し
、
給
水
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
断
水
の
影
響
で
水
洗
ト
イ
レ

が
使
用
で
き
な
い
た
め
、
落
合
町
阿
部

と
玉
川
町
の
公
共
施
設
や
店
舗
な
ど
、

計
５
カ
所
に
仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
。
さ

ら
に
、
市
内
外
15
カ
所
の
入
浴
施
設
を

開
放
し
ま
し
た
。

自衛隊による給水活動

高梁市民体育館に集まった支援物資 活動前の打ち合わせを行うボランティアの皆さん

７月７日の夜から支援物資が届き始める

ま
し
た
。

　
な
お
、
道
路
や
水
道
の
復
旧
に
よ
り
、

７
月
18
日
に
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
を
、

７
月
25
日
に
は
引
き
渡
し
を
終
了
し
ま

し
た
。

被
災
者
の
健
康
管
理

　
　「
子
ど
も
の
居
場
所
」
設
置

　

被
災
者
の
健
康
管
理
の
た
め
に
、
保

健
師
・
栄
養
士
が
避
難
所
や
被
災
者
宅

を
回
り
健
康
相
談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
家
族
が
家
屋
の
片

付
け
や
被
災
に
伴
う
各
種
手
続
き
な
ど

が
行
え
る
よ
う
、
子
ど
も
を
安
心
・
安

全
に
預
か
る
場
所
と
し
て
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
と
市
内
６
カ
所
の
保
育
園
・

こ
ど
も
園
に
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
７
月
10
日
か
ら
各
水
道
施
設
が
順
次

仮
復
旧
し
、
７
月
18
日
の
安
全
宣
言
に

よ
り
給
水
活
動
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

4H30 (2018) ８月



多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
活
動

　
７
月
９
日
、
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
開
設

さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

中
学
・
高
校
生
、
大
学
生
や
外
国
人

な
ど
の
姿
も
あ
り
、
民
家
に
流
入
し
た

泥
の
除
去
や
浸
水
し
た
家
具
の
搬
出
、

支
援
物
資
の
仕
分
け
な
ど
、
猛
暑
の
中

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
作
業
を
手
伝
っ

て
い
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
、
被
災
し
た

地
域
で
延
べ
３
１
０
０
人
を
超
え
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
災
害
支
援

全
国
か
ら
届
く
義
援
金
・
寄
付
金

　

今
後
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
多
く

の
支
援
が
必
要
と
見
込
ま
れ
る
た
め
、

ふ
る
さ
と
納
税
を
扱
う
「
ふ
る
さ
と
チ

ョ
イ
ス
」と「
Ａ
Ｎ
Ａ
の
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
特
設
の
窓
口
を
設

け
て
い
ま
す
。「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」

で
の
寄
付
の
受
け
付
け
は
、
茨
城
県
筑

西
市
や
三
重
県
亀
山
市
、
兵
庫
県
朝
来

市
の
協
力
に
よ
り
、
一
部
代
行
し
て
い

被
災
者
支
援
・
復
興
に
向
け
て

�

　
「
復
興
対
策
課
」
を
設
置

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
被
災
者

支
援
業
務
お
よ
び
今
後
の
復
旧
・
復
興

に
関
す
る
調
整
業
務
を
一
元
的
に
行
い
、

被
災
者
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建
と
イ

ン
フ
ラ
な
ど
の
復
旧
整
備
を
確
実
に
進

め
る
た
め
、
市
長
直
轄
に
「
復
興
対
策

課
」を
設
置
し
、「
被
災
者
支
援
係
」と「
復

興
ま
ち
づ
く
り
係
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

　
被
災
者
支
援
係
で
は
、
罹
災
証
明
や

家
屋
の
調
査
、
各
種
被
害
に
係
る
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
係
で
は
、
復
興
計

画
の
策
定
や
特
殊
災
害（
土
石
流
、
地

す
べ
り
な
ど
）に
係
る
被
災
地
域
お
よ
び

国
・
県
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
「
日
常
」
の
生
活

が
早
急
に
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、
国
や

県
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

早
急
な
復
旧
の
た
め　

７
月
補
正
予
算
を
計
上

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
専
決

処
分
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
道
路
や
河
川
な
ど
の
応
急

復
旧
費（
４
億
３
６
４
万
円
）、
高
梁
市

斎
場
の
災
害
復
旧
費（
８
３
１
６
万
円
）、

災
害
ご
み
処
理
な
ど
に
伴
う
負
担
金（
７

７
２
０
万
円
）、
災
害
見
舞
金
・
土
砂
等

平成 30年７月豪雨

た
だ
い
て
い
ま
す
。
７
月
31
日
ま
で
の

寄
付
金
額
は
、
約
２
１
４
０
万
円（
１
２

７
０
件
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
13
日
か
ら
義
援
金
受
付

口
座
を
開
設
し
、「
平
成
30
年
７
月
豪
雨

高
梁
市
災
害
義
援
金
」
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
７
月
31
日
ま
で
の
義
援
金
額

は
、
岡
山
県
か
ら
配
分
さ
れ
た
義
援
金

を
含
め
、
４
５
６
５
万
７
３
７
３
円（
３

８
４
件
）と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
被
災
し
た

人
に
配
分
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
他
市
町
村
や
個
人
な
ど
か

ら
多
く
の
寄
付
金
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

７
月
31
日
時
点
で
５
５
７
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

除
去
扶
助
費
な
ど
の
応
急
対
応
分（
１
８

８
３
万
円
）が
中
心
で
、
総
額
は
７
億
９

６
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
緊
急
的
な
対
応
の
補
正
予

算
の
た
め
、
本
格
的
な
復
旧
に
向
け
た

予
算
は
今
後
編
成
し
て
い
き
ま
す
。

送ってください　記録を残すため「平成30年７月豪雨」の写真・映像を募集します
　「平成 30 年７月豪雨」の写真・映像を、撮影日時・場所、応募者の氏名、住所、電話番号を明記
して送付してください。応募いただいた写真・映像は、記録を残すために保存します。
　なお、写真の使用権は高梁市に帰属し、広報紙などで無償で使用させ
ていただきます。今回の災害を将来に生かすため、ご協力をよろしくお願
いいたします。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕秘書広報課 公聴広報係
      ☎（21）０２１０ hisyo@city.takahashi.lg.jp
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平成 30年７月豪雨

住家被害

支援自治体など

給水支援
 �吉備中央町、岡山市、玉野市、茨城県筑西市、熊本県山鹿市、高知県四万十町、三重
県亀山市、徳島県徳島市、香川県広域水道企業団、自衛隊、 （株）トマト銀行、カル
チュア・コンビニエンス・クラブ（株）

支援物資  瀬戸内市、茨城県筑西市、熊本県山鹿市、高知県四万十町、三重県亀山市、新潟県三条市・長岡市ほか
避難所・罹災証明・被災家屋調査など  岡山県、瀬戸内市、奈義町、神奈川県、新潟県長岡市

復旧支援  瀬戸内市
その他支援申出など  関西広域連合（兵庫県）、宮城県、兵庫県豊岡市・朝来市ほか

他市などからの支援

月  日 時  刻 内   容
７月５日（木）午後９時 災害対策本部設置・避難勧告発令  

松山（広瀬・河内谷）、玉川町玉

７月６日（金）

午前９時 15 分 避難勧告解除  
松山（広瀬・河内谷）、玉川町玉

午後３時 25 分 土砂災害警戒情報発表
午後５時 15 分 避難勧告発令  中井町・有漢町
午後５時 40 分 避難指示（緊急）発令  中井町の一部

午後６時 15 分 避難勧告発令　
松山（広瀬・河内谷）、玉川町玉

午後７時 避難指示（緊急）発令　
松山（広瀬・河内谷）、玉川町玉

午後７時 20 分 避難勧告発令　
市内全域の河川周辺部

午後７時 39 分 大雨特別警報（土砂災害）発表
午後７時 40 分 避難勧告発令  市内全域
午後 10 時 40 分 大雨特別警報（土砂災害・浸水害）発表
午後 10 時 42 分 避難指示（緊急）発令  市街地全域

７月７日（土）午後３時 10 分 大雨警報（土砂災害）発表　
大雨特別警報解除

午後３時 40 分 避難指示（緊急）・避難勧告解除
７月８日（日）午後１時 50 分 土砂災害警戒情報解除

地  域 総 雨 量 １時間最大降水量
高梁 338 ミリ 43 ミリ
有漢 382 ミリ 37 ミリ
成羽 358 ミリ 31 ミリ
川上 377 ミリ 31 ミリ
備中 374 ミリ 28 ミリ

月  日 避 難 所 数 避難者数
７月７日（土）
午前９時 30 分 29 カ所 2,540 人

７月８日（日）
午後５時 10 カ所 298 人

７月９日（月）
午後５時 ６カ所 184 人

７月 11 日（水）
午前 11 時 ２カ所 90 人

７月 27 日（金）
午前 11 時 １カ所 24 人

８月３日（金）
午前９時 １カ所 15 人

主な経過 避難所の状況

※８月３日時点
※７月５日～７月７日の間

全  壊 大規模半壊 半  壊 一部破損 床上浸水 床下浸水 土砂流入 合  計
57 70 167 54 38 54 112 552

雨の状況

デ
ー
タ
で
見
る
「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」

区  分 被 害 額 概  要
公共土木施設 37 億 166 万円 市道 1,139 カ所（32 億 3,131万円）／河川 223 カ所（４億 7,035 万円）

農業施設 11 億 4,903 万円 農地 184 カ所（４億 6,738 万円）／農業施設 225 カ所（６億 3,565 万円）
土砂撤去 13 カ所（1,010 万円）／林地 17 件（3,590 万円）

上下水道施設 16 億 3,422 万円 上水道 54 カ所（５億 7,909万円）／下水道 58 カ所（10 億 5,513 万円）
文教・観光施設 7,785 万円 文化施設５カ所（601万円）／教育施設８カ所（6,286 万円）／観光施設６カ所（898 万円）

その他公共施設 ４億 8,813 万円 消防施設 15 カ所（2,056 万円）／病院施設１カ所（1,955 万円）／公園施設８カ所（２億
8,399万円）／公営住宅６カ所（5,049万円）／その他施設７カ所（１億 1,354 万円）

高梁地域事務組合関係施設 ８億 529 万円 クリーンセンター
計 78 億 5,618 万円

被害額（概算） ※被害額は概算であり、今後の調査の進展などにより増加する場合があります。

その他施設は、巨瀬・玉川地域市民センターや高梁市斎場など
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① 泥がたまった国道 313 号（成羽町）
② 大規模な土石流が発生（落合町）
③ 土砂により通行できない道路（巨瀬町）
④ 集められた災害ごみ（ききょう緑地）
⑤ 浸水した JR 備中広瀬駅周辺（松山）
⑥ ７月７日朝の浸水状況（落合町）
⑦ ７月６日深夜の国道 180 号（川端町）
⑧ 災害により崩れた道路（松原町） 
⑨ 山が土砂で崩れる（有漢町）
⑩ 浸水による道路の崩落（川上町）
⑪ 流された用瀬橋（備中町）

災害の記録

①

②

③

④

⑨

⑪ ⑦

⑧ ⑤

⑩ ⑥

※市民提供

※市民提供

⑧
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家に流れ込んだ土砂

　
ダ
ム
の
放
流
後
、
水
門
か
ら
川
の
水

が
逆
流
し
、
１
時
間
も
経
た
な
い
う
ち

に
家
の
前
の
通
り
が
水
に
浸
か
っ
て
き

た
の
で
、
旧
備
中
中
学
校
へ
避
難
し
ま

し
た
。

　
近
所
で
２
人
が
家
に
取
り
残
さ
れ
ま

し
た
が
、
消
防
団
が
ボ
ー
ト
で
助
け
出

し
て
く
れ
ま
し
た
。
町
内
会
は
14
～
15

人
い
ま
す
が
、
動
け
る
男
性
が
４
人
し

か
い
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
非
常
時

の
避
難
は
と
て
も
厳
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
昭
和
47
年
の
水
害
と
比
べ
る
と
、
浸

１
時
間
も
経
た
ず
に
水
に
浸
か
る

早
め
に
避
難
し
て
よ
か
っ
た

　
７
月
６
日
、
裏
山
か
ら
家
の
下
へ
流

れ
て
く
る
水
の
量
が
増
え
て
排
水
が
で

き
な
く
な
り
、
危
険
を
感
じ
て
集
会
所

へ
避
難
し
ま
し
た
。
避
難
し
た
の
は
午

後
11
時
ご
ろ
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
8

日
ま
で
の
２
日
間
を
避
難
所
で
過
ご
し

ま
し
た
が
、
そ
の
間
は
町
内
会
の
皆
さ

ん
に
助
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
家
に
戻
る
と
土
砂
が
家
を
押
し
つ
ぶ

し
て
い
て
が
く
ぜ
ん
と
し
ま
し
た
が
、

　

7
月
6
日
は
雨
が
激
し
か
っ
た
の

で
、
慌
て
て
職
場
か
ら
家
に
戻
り
ま
し

た
。
午
後
５
時
ご
ろ
に
裏
山
の
土
砂
が

家
を
押
し
、
部
屋
の
床
が
盛
り
上
が
っ

て
き
た
の
で
、
身
の
危
険
を
感
じ
避
難

し
ま
し
た
。

　
7
日
の
午
後
に
家
に
戻
る
と
、
せ
り

上
が
っ
た
土
が
家
を
押
し
上
げ
て
い
て

驚
き
ま
し
た
。

　
以
前
か
ら
土
砂
に
恐
怖
を
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
状
態

に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
一
度
前
を
向
き
た
い

柆
く い だ

田 良
よしのぶ

信さん
（備中町東油野）

西
にしたち

立 明
あきら
さん　芳

よしひろ
弘さん

（川面町）

青
あ お の

野 悦
え つ お

夫さん
（中井町西方）

早
く
普
通
の
生
活
を
取
り
戻
し
た
い

　
７
月
５
日
の
夜
、
６
日
の
朝
の
時
点

で
は
ま
だ
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　
６
日
の
夕
方
、
落
合
町
近
似
の
職
場

へ
戻
っ
た
と
き
に
川
を
見
る
と
、
急
激

に
水
量
が
増
え
て
い
た
の
で
妻
子
を
文

化
交
流
館
へ
避
難
さ
せ
ま
し
た
。
い
ま

考
え
る
と
賢
明
な
判
断
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
職
場
も
大
変
な
状
況
で
、
６
日

と
７
日
は
家
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
８
日
の
朝
に
家
に
戻
る

と
、
１
階
天
井
付
近
ま
で
の
浸
水
の
跡

に
驚
き
ま
し
た
。

　

暑
さ
と
断
水
が
続
く
中
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
た
ち
に
片
付
け
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
き
と
て
も
助
か
り
ま
し
た

し
、
避
難
所
で
も
多
く
の
方
に
助
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
頑
張
っ
て
早
く
普
通
の
生
活
を
取
り

戻
し
た
い
で
す
。

上
う え だ

田 宏
ひろし
さん

（玉川町玉）

避
難
し
て
よ
か
っ

た
と
つ
く
づ
く
思

い
ま
し
た
。
家
を

つ
ぶ
し
て
い
る
土

を
早
く
取
り
除
い

て
、
先
に
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
は
長
屋
を

改
修
し
て
住
め
る

よ
う
に
し
、
小
さ

な
家
で
い
い
の
で

建
て
直
し
て
、
も

う
一
度
前
を
向
い

て
頑
張
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

長屋を住めるように整理

当時の様子を語る柆田さん

水
自
体
は
1.5
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
低
く
、

当
時
無
か
っ
た
道

路
が
堤
防
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
水

の
勢
い
は
弱
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

当
時
の
様
子
を
語
る
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家
の
す
ぐ
裏
が
高
梁
川
な
の
で
、
水

位
な
ど
を
注
意
し
て
見
る
よ
う
に
し
て

い
ま
し
た
。

　
水
量
が
急
激
に
増
え
た
の
は
７
月
６

日
の
午
後
８
時
過
ぎ
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
川
の
水
が
堤
防
の
上
ま
で
あ
と
1

メ
ー
ト
ル
と
な
り
危
な
い
と
思
い
ま
し

た
が
、
そ
の
後
す
ぐ
に
足
元
ま
で
水
が

き
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
腰
の
あ
た
り

ま
で
浸
か
り
ま
し
た
。
結
局
自
分
た
ち

で
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
レ
ス

キ
ュ
ー
に
助
け
ら
れ
て
避
難
所
へ
向
か

い
ま
し
た
。

　
8
日
の
朝
か
ら
親
戚
や
友
人
、
そ
れ

に
吉
備
国
際
大
学
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
が
家
の
片
付
け
や
泥
出
し

を
手
伝
っ
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
助

か
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
た谷

たにもと
本 秀

ひでひこ
彦さん　真

ま ゆ み
由美さん

（落合町近似）

平成 30年７月豪雨

訓
練
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た

　
７
月
６
日
の
夕
方
か
ら
、
分
団
長
の

指
示
で
班
長
以
上
が
集
ま
り
土
の
う
を

作
り
ま
し
た
。
作
っ
た
土
の
う
は
、
家

に
土
砂
が
入
り
そ
う
な
場
所
へ
持
っ
て

行
き
、
設
置
を
し
ま
し
た
。

　
雨
が
強
く
な
り
、
避
難
勧
告
・
避
難

指
示
が
発
令
さ
れ
た
時
は
中
井
町
全
域

を
巡
回
し
、
住
民
の
方
へ
避
難
を
促
し

ま
し
た
。多
い
と
こ
ろ
で
３
周
は
回
っ
た

と
思
い
ま
す
。
避
難
所
ま
で
の
移
動
が

困
難
な
方
は
、団
員
の
車
で
避
難
の
補
助

を
行
い
ま
し
た
。６
日
の
夜
か
ら
器
庫
で

待
機
し
た
後
、７
日
の
朝
か
ら
は
道
路
や

家
屋
近
く
に
た
ま
っ
た
土
砂
の
撤
去
を

行
い
、
夕
方
に
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
災
害
対
応
で
意
識
し
た
こ
と

は
、
団
員
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
早
く
避
難
し
て
も
ら

う
こ
と
で
し
た
。
災
害
発
生
時
の
２
週

吉
よ し だ

田 英
え い じ

司さん
（中井分団第２部部長）

間
前
に
市
内
全
域
で
行
わ
れ
た
大
規
模

水
害
対
策
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
の

で
、
訓
練
を
思
い
出
し
て
行
動
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　

　
こ
れ
か
ら
も
消
防
団
と
し
て
、
地
元

の
住
民
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

住
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

し
、
災
害
時
に
は
先
頭
に
立
っ
て
行
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
ま
で
の
災
害
は
初
め
て

折
お り い

井 美
よしみつ

光さん
（備中分団湯野２部部長）

片付けを手伝う消防団の皆さん

　
７
月
６
日
は
午
後
５
時
に
家
に
戻
り

ま
し
た
が
、
こ
の
時
川
の
水
位
が
上
昇

し
て
い
た
の
で
、
団
員
を
招
集
し
器
庫

に
待
機
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
を
始
め

た
の
で
、
旧
備
中
中
学
校
へ
消
防
団
の

本
部
を
置
き
、
避
難
所
へ
の
誘
導
と
安

否
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
安
否
確
認
を
行
う
中
で
、
２
人
が
家

に
取
り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
道
路

の
寸
断
に
よ
り
救
急
隊
員
が
来
ら
れ

ず
、
個
人
所
有
の
ボ
ー
ト
で
団
員
が
向

か
い
、
無
事
に
救
助
し
ま
し
た
。

　
６
日
の
夜
は
旧
備
中
中
学
校
へ
待
機

し
、
７
日
の
朝
か
ら
は
道
路
に
た
ま
っ

た
泥
を
洗
い
流
し
た
り
、
浸
水
し
た
家

の
片
付
け
を
手
伝
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
15
日
に
は
分
団
長
の
指
示
で
災

害
ご
み
を
旧
成
羽
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ

搬
出
し
、
消
防
団
と
し
て
の
活
動
は
終

了
し
ま
し
た
。

　
団
員
と
し
て
約
25
年
活
動
し
て
き
た

中
で
、
こ
の
よ
う
な
大
規
模
な
災
害
は

初
め
て
で
し
た
が
、
訓
練
な
ど
の
成
果

も
あ
り
素
早
い
対
応
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
災
害
や
地
域
の
困

り
事
な
ど
に
、
消
防
団
と
し
て
、
地
元

の
住
民
と
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

消
防
団
と
し
て
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高
梁
市
へ
北
側
か
ら
入
り
最
初
は
状

況
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大

き
な
浸
水
が
あ
っ
た
地
域
に
近
づ
く

と
、
見
て
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
ひ
ど

い
光
景
に
驚
き
ま
し
た
し
、
３
年
前
に

地
元
で
起
き
た
鬼
怒
川
の
氾
濫
に
よ
る

災
害
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
災
害
を
受
け
な
が
ら
人

的
被
害
が
少
な
い
の
は
、
市
民
や
消
防

団
の
皆
さ
ん
の
普
段
か
ら
の
備
え
、
そ

し
て
日
々
の
努
力
の
た
ま
も
の
だ
と
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
回
は
主
に
給
水
活
動
を
行
い
ま
し

た
が
、
給
水
に
来
る
市
民
の
皆
さ
ん
が

と
て
も
温
か
く
、
笑
顔
で
「
あ
り
が
と

う
」
と
話
す
姿
を
見
て
、
こ
の
よ
う
な

状
況
で
も
前
を
向
い
て
頑
張
っ
て
お
ら

れ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
復
興
の
た
め

に
皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
好
都
市
で
あ
る
筑
西
市
か
ら

　
地
域
の
企
業
と
し
て
、
普
段
か
ら
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
会
社
と
し
て
何
か
お
手
伝
い

が
で
き
な
い
か
と
思
い
、
高
梁
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録

し
ま
し
た
。
技
術
系
の
社
員
約
１
０
０

人
が
２
日
間
に
わ
た
っ
て
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
行
っ
た
玉
川
町
玉
は
、
社

屋
の
あ
る
落
合
町
阿
部
と
同
様
に
深
刻

な
状
況
で
、
そ
の
景
色
は
ま
る
で
テ
レ

ビ
の
中
の
世
界
の
よ
う
で
驚
き
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
家
具
の
搬
出
や
整
理
な
ど

を
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。
晴
天
で
暑
さ

も
あ
り
大
変
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
役

に
立
て
る
と
思
う
こ
と
で
頑
張
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

地
元
の
企
業
と
し
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
以
前
か
ら

興
味
が
あ
り
、
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
に
す
ぐ
に
応
募
し
ま
し
た
。
希
望

者
は
定
員
を
超
え
ま
し
た
が
、
選
ば
れ

て
来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
テ
レ
ビ
で
見
た
と
き
よ
り
状
況
は
落

ち
着
い
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た

が
、
作
業
し
た
日
は
か
な
り
暑
く
、
汗

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
と
て
も
優
し
く
接
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
が
嬉
し
く
、
私
も
頑
張
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

田
た む ら

村 弘
ひろふみ

文さん
（筑西広域市町村圏事務組合消防本部）

山
やました

下 胡
く る み

桃さん
（岡山県美作高校２年）

イーグル工業（株）の皆さん

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
か
ら
志
願

　
全
国
知
事
会
か
ら
神
奈
川
県
へ
の
要

請
に
よ
り
、
職
員
派
遣
の
募
集
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
私
は
東
日
本
大
震
災
の
時

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
経
験
が
あ

り
、
今
回
も
す
ぐ
に
行
く
こ
と
を
決
め

ま
し
た
。

　
高
梁
市
に
到
着
し
て
実
際
に
現
場
を

見
て
、
地
域
に
よ
っ
て
被
災
状
況
に
か

な
り
格
差
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
達
は
、
支
援
物
資
の
受
け
入
れ
と

引
き
渡
し
、
罹り

災さ
い

証
明
申
請
の
受
け
付

け
、
避
難
所
へ
の
物
資
配
布
を
担
当
し

ま
し
た
。
全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
集
ま
る
と
と
も
に
、
支
援
物

資
も
た
く
さ
ん
届
き
、
高
梁
市
の
皆
さ

ん
と
共
に
私
達
も
勇
気
を
頂
き
ま
し

た
。

　
復
興
は
時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す

が
、
全
国
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
応
援
し

て
い
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
に
は
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

木
きのした

下  幹
み き や

也さん
（神奈川県人事委員会）

泥を撤去する生徒の皆さん

支
援
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

10H30 (2018) ８月



　
河
川
が
氾
濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
予

想
さ
れ
る
地
域
や
土
砂
災
害
の
発
生
が

予
想
さ
れ
る
危
険
箇
所
な
ど
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
、
避
難
場
所
ま
で
の
経
路
な
ど
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

平成 30年７月豪雨

危
な
い
と
感
じ
た
ら

早
め
の
避
難
行
動
を

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
に
危
険
が
及

ぶ
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、

市
は
避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
し
て
避
難

を
促
し
ま
す
。

　

避
難
勧
告
が
出
て
い
な
い
時
で
も
、

危
険
を
感
じ
た
時
は
早
め
に
避
難
所
や

近
く
の
安
全
な
場
所
へ
の
避
難
を
開
始

し
ま
し
ょ
う
。

メール配信サービス
　気象情報や市が提供する避難指示などの防災情報を入手するため、メール配
信サービスを利用しましょう。このシステムを利用するには登録が必要です。
 まだ登録していない人は、右記のＱＲコードまたは下記の登録メールアドレス
にアクセスし、ぜひ登録をお願いします。
登録メールアドレス　e-takahashi@xpressmail.jp
　　　　　　　　　　　（件名・本文を入力せずにメールを送信してください）
※提供している主な情報　�気象警報・注意報 ( 大雨、洪水、暴風、大雪）、土砂災害警戒情報、
　　　　　　　　　　　　 地震情報、防災・防犯情報 ( 避難指示、避難勧告など )、火災情報など

登録用 QR コード

　
こ
れ
か
ら
は
台
風
の
季
節
で
す
。
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
で
地
盤
の
緩
み
や
亀
裂
が
生
じ
て
お
り
、
普
段
よ
り
も
土
砂
災
害
な
ど

の
二
次
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。「
危
な
い
」
と
思
っ
た
ら
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
９

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で

情
報
収
集
を
し
ま
し
ょ
う

　
台
風
・
地
震
・
水
害
な
ど
、
大
規
模

災
害
発
生
時
や
災
害
の
発
生
が
予
想
さ

れ
る
時
に
、
吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
１

２
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
緊
急
情
報
を
配
信

し
ま
す
。（
テ
レ
ビ
画
面
の
左
と
下
に

情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
）

吉
備
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

で
、
市
か
ら
の
最
新
情
報
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
裏
表
紙
を
参
照
）

　
ま
た
、
災
害
時
な
ど
の
緊
急
情
報
や

支
援
制
度
な
ど
も
確
認
で
き
ま
す
。

高
梁
い
ん
ふ
ぉ

 

市
が
発
信
す
る
緊
急
放
送
や
行
政
放

送
が
受
信
で
き
る
戸
別
受
信
機
の
こ
と
。

災
害
発
生
時
な
ど
の
場
合
、
市
は
広
報

車
で
も
注
意
を
促
し
ま
す
が
、
室
内
だ

と
聞
こ
え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。防

災
ラ
ジ
オ
で
あ
れ
ば
、
自
動
的
に
大
音

量
で
、避
難
情
報
、
緊
急
地
震
放
送
、

特
別
警
報
な
ど
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
高
梁
・
成
羽
・
備
中
地
域
で

無
償
貸
与
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。（
17
ペ
ー
ジ
参
照
）

防
災
ラ
ジ
オ

高
梁
市
防
災
マ
ッ
プ

　人的被害の発生する可能性が高ま
り、高齢者や体の不自由な人など、避
難に時間がかかる人たちが、避難を
開始する段階。高齢者や体の不自由
な人は、避難を開始してください。
その他の人は、避難の準備を整え
ましょう。

　人的被害の発生する可能性が明ら
かに高まり、地域の住民が避難する段
階。周囲の状況に注意し、避難を開
始してください。

避難行動の種類

①避難準備・高齢者等避難開始

②避難勧告

　地域の特性や土砂災害の前兆現象な
ど、人的被害の発生する可能性が非常
に高まっている段階。避難勧告で避難
中の人は、直ちに避難を完了してく
ださい。

③避難指示（緊急）
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写生の部 わ
く
わ
く
子
ど
も
コ
ン
テ
ス
ト  

入
賞
作
品

「
平
成
30
年
度 

高
梁
市
わ
く
わ
く
子
ど
も
コ
ン
テ
ス
ト 

～
習
字
・
写
生
・
標
語
大
会
～
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

習
字
の
部
１
０
１
点
、
写
生
の
部
73
点
、
標
語
の
部
89
点
、
あ
わ
せ
て
２
６
３
点
の
中
か
ら
入
賞
し
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

問 

こ
ど
も
未
来
課 

☎（
21
）０
２
８
８

幼年部門

小学校低学年部門　 

優
秀
賞

金か
ね
こ子 

彩あ
や
か花

さ
ん（
落
合
小
２
年
）（
上
）

高た
か
ま
つ松 

倫り
ん
た
ろ
う

太
郎
く
ん（
高
梁
小
１
年
）（
下
）

　 

優
秀
賞

川か
わ
本も
と 

雛ひ
な
子こ

さ
ん（
玉
川
小
４
年
）（
上
）

藤ふ
じ
い井 

沙さ

わ環
さ
ん（
落
合
小
３
年
）（
下
）

小学校高学年部門　 

優
秀
賞

石い
し
井い 

仁に

愛こ

さ
ん（
高
梁
小
６
年
）（
上
）

野の

口ぐ
ち 

蓮れ

海み

さ
ん（
落
合
小
５
年
）（
下
）

　 最優秀賞
信
のぶした

下 智
ち ほ

穂さん（高梁幼稚園）（上）

　 最優秀賞
穴
あ な だ

田 ゆいさん（高梁小２年）（上）

　 最優秀賞
樋
ひ ぐ ち

口 莉
り こ

子さん（高梁小６年）（上）

　 優秀賞

山
や ま だ

田 宙
そ わ

和くん（落合保育園）（右）

穴
あ な だ

田 めぐみさん
（高梁南幼稚園）（下）

小
学
校
中
学
年
部
門

　 

最
優
秀
賞

石い
し

井い 

心こ
こ

音ね

さ
ん（
高
梁
小
３
年
）（
左
）
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習
字
の
部

標
語
の
部

小学校低学年部門
　 最優秀賞

川
かわかみ

上 実
み く

久さん
（成羽小３年）

小学校高学年部門
　 最優秀賞

岡
おか

 大
は る き

貴くん
（落合小６年）

小
学
校
低
学
年
部
門

　 
最
優
秀
賞

月つ
き
も
と本 

奈な

な那
さ
ん（
高
梁
小
２
年
）

　 

優
秀
賞

吉よ
し
い井 

頼ら
い
と杜

く
ん（
高
梁
小
１
年
）（
右
）

沼ぬ
も
と本 

夏か

の乃
さ
ん（
高
梁
小
２
年
）（
左
）

小
学
校
中
学
年
部
門

　 

最
優
秀
賞

宗む
ね
岡お
か 

勇ゆ
う
利と

く
ん（
成
羽
小
４
年
）

　 

優
秀
賞

對つ
し
ま馬 

未み

ゆ結
さ
ん（
高
梁
小
３
年
）（
右
）

前ま
え
だ田 

真ま

な菜
さ
ん（
落
合
小
３
年
）（
左
）

小
学
校
高
学
年
部
門

　 

最
優
秀
賞

信の
ぶ
は
ら原 

翠み
ど
りさ

ん（
高
梁
小
６
年
）

　 

優
秀
賞

佐さ
と
う藤 

藍あ
い
か香

さ
ん（
高
梁
小
５
年
）（
右
）

久く

ぼ保 

杏あ
ん
じ
ゅ樹

さ
ん（
落
合
小
６
年
）（
左
）

　 優秀賞

丸
まる

山
やま

 千
ち

尋
ひろ

さん（左）
（落合小２年）

庄
しょう

 心
こ こ あ

愛さん（右）
（落合小２年）　  

　 優秀賞

大
おおはし

橋 一
いっしん

心くん（左）
（落合小５年）

髙
たかもり

森 月
つ き ほ

帆さん（右）
（落合小６年）　  
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
税
率
は
表

①
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

税
額
の
計
算
は
世
帯
ご
と
で
す

　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
額
は
、
世
帯
の

加
入
者
そ
れ
ぞ
れ
の「
所
得
割
」「
均
等
割
」

平成 30 年度 国民健康保険税率（表①）

適用区分 ①外来（個人ごと） ②外来＋入院（世帯ごと）
現役並み所得者Ⅲ

（課税所得 690 万円以上）
252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）×１%

※１（多数回 140,100 円）
現役並み所得者Ⅱ

（課税所得 380 万円以上 690 万円未満）
167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）×１%

※１（多数回 93,000 円）
現役並み所得者Ⅰ

（課税所得 145 万円以上 380 万円未満）
80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）×１%

※１（多数回 44,400 円）

一般（課税所得 145 万円未満） 18,000 円 57,600 円
※１（多数回 44,400 円）

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

高額療養費の上限額（自己負担限度額）（表③）

※１ 過去 12 カ月以内に３回以上、②の上限額に達した場合は、
　　４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。

認定証の種類 負担軽減の内容 対象となる人

限度額適用
認定証

医療費の窓口払い
が自己負担限度額
まで

・70 歳未満の人
・70 歳以上 75 歳未
満で現役並み所得者
Ⅰ・Ⅱの人

標準負担額
減額認定証

食事代の標準負担
額が減額される

70 歳未満で住民税が非
課税世帯の人

限度額適用・
標準負担額
減額認定証

医療費の窓口払い
が自己負担限度額
までで済み、食事
代の標準負担額が
減額される

70 歳以上 75 歳未
満で低所得者Ⅰ・Ⅱ
の人

認定証の種類と内容（表②）

※自己負担限度額は所得状況によって変わります

「
平
等
割
」
の
３
つ
の
合
計
で
世
帯
ご
と

に
計
算
し
、
世
帯
主
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

年
度
の
途
中
で
加
入
者
数
の
異
動
が
あ
っ

た
場
合
は
月
割
り
の
計
算
に
な
り
ま
す
。

所
得
割　
平
成
29
年
中
の
総
所
得
金
額
な

ど
か
ら
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）
を
引
い

た
額
に
税
率
を
乗
じ
て
算
出

均
等
割　
加
入
者
１
人
当
た
り
の
年
額
に

加
入
者
数
を
乗
じ
て
算
出

平
等
割　
１
世
帯
当
た
り
の
年
額

医
療
保
険
分
お
よ
び
後
期
高
齢
者
支
援
金

分　
0
歳
か
ら
74
歳
が
対
象

介
護
保
険
分　
40
歳
か
ら
64
歳
が
対
象

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
更
新
に
つ

い
て

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70
歳

以
上
75
歳
未
満
の
人
へ
、
新
し
い
「
国
民

健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
7
月
下
旬

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
受
給
者
証
が
届
い
た
ら
記
載
事
項

を
確
認
し
、
８
月
以
降
は
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と

と
も
に
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

　

有
効
期
限
を
過
ぎ
た
高
齢
受
給
者
証

は
、
医
療
連
携
課
、
各
地
域
局
、
各
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

外
来
・
入
院
時
の
医
療
費
の
支
払
い
が
軽

減
さ
れ
ま
す

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
提
示
す
れ
ば
、
自
己

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
表

②
）

　
現
在
お
持
ち
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は

７
月
末
ま
で
で
す
の
で
、
引
き
続
き
認
定

証
が
必
要
な
人
は
更
新
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所　
医
療
連
携
課
、
各
地
域
局
、

各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

申
請
に
必
要
な
も
の　
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
証
、
世
帯
主
の
印
鑑
、
対
象
者
と

世
帯
主
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も

の
、
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

70
歳
以
上
の
人
の
高
額
療
養
費
上
限
額
が

変
わ
り
ま
す

　
高
額
療
養
費
は
、
ひ
と
月
に
支
払
っ
た

医
療
費
が
定
め
て
い
る
上
限
額
を
超
え
た

場
合
に
、
上
限
額
を
超
え
た
支
払
い
額
を

払
い
戻
す
制
度
で
す
。

　
上
限
額
は
個
人
ま
た
は
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
８
月
か
ら
現
役

医療保険分 後期高齢者
支援金分 介護保険分

所得割率 9.5% 3.1% 2.2%
均等割額 28,400 円 9,400 円 10,500 円
平等割額 22,900 円 7,500 円 5,300 円

賦課限度額
( 年間 ) 580,000 円 190,000 円 160,000 円

並
み
所
得
者
の
区
分
が
３
つ
に
分
か
れ
、

上
限
額
が
表
③
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し

た
。

問（
国
民
健
康
保
険
税
）税
務
課
☎（
21
）

０
２
１
４
／（
医
療
費
）医
療
連
携
課
☎

（
21
）０
２
５
８
／（
国
保
の
加
入
・
脱
退
）

市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

が
新
し
く
な
り
ま
す

　
現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
平
成
30
年
９
月
30
日

（
日
）ま
で
で
す
。
９
月
中
旬
に
新
し
い
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証（
藤
色
・
カ
ー

ド
型
）を
世
帯
主
へ
郵
送
し
ま
す
。（
国
民

健
康
保
険
税
の
納
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、

納
税
相
談
の
後
、
市
役
所
で
直
接
交
付
し

ま
す
）

　
新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
記
載

事
項
を
確
認
し
、
10
月
1
日
か
ら
新
し
い

被
保
険
者
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
平

成
31
年
９
月
30
日
で
す
。
た
だ
し
、
平
成

30
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
75
歳
に
な
る
人
と
、
退
職
被

保
険
者
で
65
歳
に
な
る
人
に
つ
い
て
は
、

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
と

き
は
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失
す

る
手
続
き
を
早
め
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
市
民
課
、
各
地
域
局
、
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
成
羽
地
域
局

各
連
絡
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
４
月
の
制
度
改
正
で
岡
山
県
が
市
町
村

と
と
も
に
共
同
保
険
者
と
な
っ
て
運
営
す

る
形
に
変
更
さ
れ
、
被
保
険
者
証
の
名
称

が「
岡
山
県
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

に
な
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
医
療

機
関
へ
の
か
か
り
方
、
各
種
申
請
・
届
け

出
や
、
保
険
料（
税
）の
納
め
方
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
で
す
。

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２

小
型
特
殊
自
動
車
の
税
申
告

　
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
用
車
両
や

そ
の
他
の
小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
場
合
は
、
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。
公
道
を
走
行
で
き
な
い（
田
畑
で

し
か
使
用
し
な
い
）農
耕
用
車
両
も
課
税

対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
を
取

得
ま
た
は
、
現
在
お
持
ち
の
車
両
に
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付
い
て
い
な
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
軽
自
動
車
税
の
申
告
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
場
所　
税
務
課
、
各
地
域
局
、
各
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー（
後
日
標
識
交
付
と
な

り
ま
す
）

申
告
に
必
要
な
も
の　
軽
自
動
車
税
申
告

書
兼
標
識
交
付
申
請
書
、
印
鑑
、
販
売
証

明
書
ま
た
は
譲
渡
証
明
書（
他
市
町
村
の

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
付
い
た
車
両
を
譲

り
受
け
た
場
合
は
税
務
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

※
車
両
を
買
い
替
え
た
場
合
は
、
廃
車
の

手
続
き（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
外
す
）

と
、
新
し
い
車
両
の
登
録
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
交
付
を
受
け
て
も
、
道
路
運
送
車
両

の
保
安
基
準
に
不
適
合
の
場
合
は
公
道
を

走
行
で
き
な
い
車
両
も
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
４

農耕作業用
車両（乗用）

農耕作業用
以外の車両

長さ 制限なし ４．７ｍ以下
幅 制限なし １．７ｍ以下

高さ 制限なし ２．８ｍ以下
最高速度 35㎞／ｈ未満 15㎞／ｈ以下
総排気量 制限なし 制限なし

主な種類
トラクター
コンバイン

田植機

フォークリフト
ホイールキャリア

タイヤローラー
年税額 2,400 円 5,900 円

申告が必要な小型特殊自動車の規格

８月の納期限　８月 31 日（金）
○市民税・県民税　○国民健康保険税　○介
護保険料　○後期高齢者医療保険料（全て普
通徴収／２期）
９月の納期限　10 月１日（月）
○国民健康保険税　○介護保険料　○後期高齢
者医療保険料（全て普通徴収／３期）

問税務課☎（21）０２１５／医療連携課☎（21）０２５８

税金の納期限（口座振替日）

敬
老
事
業
を
支
援
し
ま
す

　
地
域
社
会
の
発
展
に
尽
く
し
た
高
齢
者

の
長
寿
を
祝
う
敬
老
事
業
に
助
成
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
事
業　
９
月
～
11
月
に
開
催
す
る
在

宅
高
齢
者
を
敬
う
事
業（
現
金
や
記
念
品

の
贈
呈
の
み
の
事
業
は
除
く
）

対
象
者　
８
月
１
日
時
点
で
市
内
に
住
民

登
録
が
あ
り
、
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

に
満
75
歳
以
上
に
達
し
て
い
る
人

支
給
要
件　
事
業
の
実
施
対
象
は
町
内
会

単
位
以
上
の
規
模
と
し
ま
す
。
複
数
の
敬

老
事
業
で
対
象
者
が
重
複
す
る
と
き
は
一

回
の
み
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
方
法　
事
業
実
施
前
に
高
梁
市
社
会

福
祉
協
議
会
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎（
21
）０
２
６
５
／
高
梁
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
22
）７
２
４
３

15 H30 (2018) ８月



市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

高
梁
市
へ
の
引
越
費
用
を
応
援

対
象　
平
成
30
年
５
月
以
降
に
転
入
し
住

民
票
を
登
録
、
２
年
以
上
市
内
に
居
住
す

る
予
定
で
、
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
人

①
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
教
諭
の

資
格
を
有
し
、
市
内
の
保
育
園
、
幼
稚

園
、
認
定
こ
ど
も
園
に
勤
務
す
る
人

②
医
師
、
看
護
師
、
保
健
師
、
助
産
師
の

資
格
を
有
し
、
市
内
の
医
療
機
関
、
福
祉

施
設
な
ど
に
勤
務
す
る
人

③
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
有
し
、
市
内
の

福
祉
施
設
ま
た
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

に
勤
務
す
る
人

※
転
入
日
前
１
年
間
に
市
内
に
住
所
を
有

し
て
い
た
人
、
ま
た
、
転
勤
や
出
向
な
ど

職
務
上
の
理
由
で
転
入
し
た
人
を
除
く

対
象
経
費　
①
市
内
へ
の
引
っ
越
し
の
際

に
運
送
業
者
な
ど
に
支
払
っ
た
費
用　
②

市
内
の
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
に
要
す

る
仲
介
手
数
料
お
よ
び
礼
金

助
成
金
額　

経
費
の
３
分
の
２（
上
限

20
万
円
）

申
請
方
法　

転
入
日
か
ら
３
カ
月
以
内

に
、
申
請
書
、
住
民
票
謄
本
、
助
成
対
象

経
費
の
領
収
書
の
写
し
、
対
象
資
格
の
証

明
書
、
誓
約
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎（
21
）０
２
８
２

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業

　
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
活
動
団
体
や
地
域

団
体
が
自
主
的
・
主
体
的
に
企
画
・
実
施
し
、
公
共
の
利
益
に
つ
な
が
る

事
業
に
補
助
金
を
交
付
す
る
「
市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」。

　

応
募
さ
れ
た
4
事
業
の
書
類
審
査
と
、
高
梁
市
ま
ち
づ
く
り
事
業

審
査
検
討
委
員
会
に
お
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
二
次
審

査
を
６
月
１
日
に
行
っ
た
結
果
、
4
事
業
全
て
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎（
21
）０
２
８
２

団体名 事業名 事業内容

ＮＰＯ法人岡
山県介護支援
専門員協会高
梁支部

地域の安心・人
づくり
～地域の資源と
なる人づくりを
目指して～

介護職専門員が行う出前講座を通じて、
地域住民が介護分野における基礎知識を
習得する。また、地域住民と専門機関と
をつなぐ役割を担うことで、住民が社会
資源となり、より長く住み慣れた地域で
暮らしていける地域づくりを目指す事業

フォレストフォー
チルドレン

キッズカフェ・エ
デュケーショナル

市内の子どもたちへの「外国語教育」「自
然体験」「食育」などを同時に行いながら
貧困家庭などのフォローにも可能な範囲
で取り組む新しい活動

た か は し コ
ミ ュ ニ テ ィ・
スポーツクラ
ブ《ピオーネ》

少子化地域におけ
るスポーツ推進の
あり方を探る
～スポーツを通じ
た多世代が集うま
ちづくり～

地域スポーツ関連団体をつなぎ、今後の
地域を担うスポーツ推進人財を育成する。
小・中学校や大学、スポーツ少年団やス
ポーツ推進員協議会など、多様な組織と
協働していく事業

福地をよくす
る会

ホタル型防犯灯
制作による地域
活性化と安心安
全なまちづくり

落合町福地地区はホタルの住みやすい環
境であることから、ホタルに関する学習
を行い、ホタルに配慮した防犯灯（モニュ
メント）を幼稚園・小学校・地域住民が連
携し制作することなどにより、ホタルを
生かした地域の活性化を図る

高
梁
警
察
署
だ
よ
り

暑
い
季
節
の
運
転

　
暑
い
日
が
続
く
と
、
疲
れ
や
睡
眠
不
足

が
原
因
の
交
通
事
故
が
多
く
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
交

通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

○
速
度
を
控
え
て
運
転
す
る

○
睡
眠
を
し
っ
か
り
取
っ
て
体
調
管
理
す

る○
長
時
間
運
転
す
る
時
は
休
憩
を
取
る

○
体
調
不
良
の
と
き
は
運
転
し
な
い

子
ど
も
た
ち
に
注
意
を

　
夏
休
み
中
、
ま
ち
や
道
路
で
は
子
ど
も

た
ち
が
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
運
転
し
て
い
る
と
き
に
子
ど
も
た
ち
を

見
か
け
た
ら
速
度
を
落
と
し
ま
し
ょ
う

○
運
転
者
も
歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
ま
し
ょ
う

飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

各
地
で
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、

飲
酒
す
る
機
会
が
増
え
ま
す
が
、
飲
酒
運

転
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

問
高
梁
警
察
署
交
通
課
☎（
22
）０
１
１
０

夏
の
交
通
事
故
防
止

16H30 (2018) ８月
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
し
出
し

追
加
申
請
受
付
中

　

高
梁
・
成
羽
・
備
中
の
各
地
域
で
は
、

防
災
ラ
ジ
オ
の
無
償
貸
与
を
行
っ
て
い
ま

す
。
防
災
ラ
ジ
オ
の
貸
与
を
希
望
し
、
ま

だ
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
世
帯
の
世
帯
主

は
こ
の
機
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
聴
覚
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
に
は
文
字

表
示
機
能
付
き
の
も
の
を
貸
与
で
き
ま

す
。

貸
与
条
件　
市
に
住
民
票
が
あ
る
世
帯
主

に
１
台
を
無
償
で
貸
与
し
ま
す
。（
市
が

定
め
る
運
用
ル
ー
ル
を
承
諾
し
て
い
た
だ

き
ま
す
）

申
請
方
法　
9
月
14
日（
金
）ま
で
に
、
防

災
ラ
ジ
オ
貸
与
申
請
書
を
、
総
務
課
、
成

羽
・
備
中
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

提
出
先
に
備
え
て
い
ま
す
。

貸
与
時
期　
平
成
31
年
3
月
ご
ろ
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
９

農
地
転
用
に
つ
い
て

　

農
地
転
用
と
は
、
田
や
畑
を
住
宅
用

地
、
駐
車
場
な
ど
、
農
地
を
耕
作
目
的
以

外
の
用
途
に
変
更
す
る
こ
と
で
す
。

　
自
分
の
農
地
で
も
、
転
用
す
る
場
合
は

事
前
に
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
許
可
を
受
け
ず
に
農

地
を
転
用
す
る
こ
と
は
農
地
法
違
反
と
な

り
、
罰
則
の
適
用
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
転
用
す
る
農
地
が
農
業
振
興
地

域
内
の
農
用
地
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
転
用
許
可
申
請
を
行
う
前
に

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き（
５
月

末
・
11
月
末
締
め
切
り
）が
必
要
と
な
り

ま
す
。

許
可
申
請
の
締
切
日

毎
月
20
日（
閉
庁
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）

問
農
業
委
員
会
☎（
21
）０
２
２
６
／
農

林
課
☎（
21
）０
２
２
３

農
業
大
学
校
生
募
集

募
集
課
程　
園
芸
課
程
、
畜
産
課
程

受
付
期
間　
推
薦
入
学 

８
月
29
日（
水
）～

9
月
12
日（
水
）／
一
般
入
学（
前
期
） 

10
月
17

日（
水
）～
10
月
31
日（
水
）／
一
般
入
学（
後
期
） 

平
成
31
年
１
月
４
日（
金
）～
１
月
16
日（
水
）

受
付
場
所　
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
農
業
大
学
校（
赤
磐
市
）

試
験
日　
推
薦
入
学 

9
月
29
日（
土
）／

一
般
入
学（
前
期
） 

11
月
16
日（
金
）／
一
般

入
学（
後
期
） 

平
成
31
年
１
月
30
日（
水
）

問
岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー
農

業
大
学
校
☎
０
８
６（
９
５
５
）０
５
５
０

認
定
農
業
者
等
育
成
支
援
事

業（
二
次
募
集
）

補
助
対
象
者
…
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農

者
、
集
落
営
農
組
織
、
農
業
関
係
法
人
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体

補
助
率
お
よ
び
上
限
額

①
団
体
…
事
業
費
の
３
分
の
１
以
内
で
１

団
体
１
０
０
万
円
ま
で（
年
度
ご
と
）

②
個
人
…
事
業
費
の
６
分
の
１
以
内
で
１

人
30
万
円
ま
で（
年
度
ご
と
）

補
助
対
象
事
業　
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
農
業
用
機
械

①
１
品
目
あ
た
り
10
万
円
以
上
の
も
の

で
、
法
定
耐
用
年
数
が
４
年
以
上
の
も
の

（
中
古
品
可
／
消
費
税
は
含
ま
な
い
）

②
補
助
対
象
者
の
事
業
に
関
連
し
た
も
の

③
農
作
業
以
外
に
使
用
で
き
る
汎
用
性
が

高
い
も
の
や
直
接
労
力
軽
減
に
つ
な
が
ら

な
い
も
の
は
除
く（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業

用
倉
庫
な
ど
）

申
請
期
間　
8
月
31
日（
金
）ま
で

※
豪
雨
災
害
に
よ
り
期
間
を
延
長
し
ま
す
。

問
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
３

公衆無線 LAN サービス「O
お か や ま

kayama F
フ リ ー

ree W
ワイファイ

i-Fi」開始
　市役所 1 階市民ホールで、新しい公衆無線 LAN サービスを開始します。スマートフォンや
無線 LAN 機能付きのパソコンなどをお持ちであれば、誰でも無料で簡単にインターネットが
利用できます。
　これまでより簡単に登録できますので、ぜひご利用ください。

※利用の際にメールアドレスまたは SNS アカウントが必要です。また、「Ｊａｐａｎ Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ -
ｆｒｅｅ Ｗｉ - Ｆｉ」（無料アプリ）での接続も可能です。詳しくは市ホームページをご覧ください。

なお、高梁市文化交流館での「おかやまモバイルＳ
ス ポ ッ ト

ＰＯＴ」は、8月末をもってサービスを終了します。

問総務課☎（21）０２０９

市ホームページ
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募集職種 受験資格 採用予定
人員

事
務
職

短大
・

高校卒

平成５年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業程度の学力を有する人、ま
たは平成 31 年３月 31 日までに卒業見込みの人（ただし、学校教育法による
大学〔学士の学位を授与される学校などを含み、短期大学を除く〕を卒業し
た人、または平成 31 年３月 31 日までに卒業見込みの人は受験できません）

２人程度

情熱枠

次の条件を全て満たす人
①昭和 58 年４月２日から平成３年４月１日までに生まれた人で、高校卒業程
度以上の学力を有する人
②民間企業などでの勤務経験を有し、その経験を行政に生かしたい人
③市内に居住し、市職員として使命感と情熱をもって地域貢献をしたい人

１人程度

障がい
のある
人

次の①②の条件を全て満たす人
①昭和 58 年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業程度以上の学力を有する
人、または平成 31 年３月 31 日までに卒業見込みの人
②活字印刷文による出題、口頭による面接に対応、自力通勤、介護者なしで
職務の遂行が可能で、次のいずれかに該当する人
(1) 身体障害者福祉法第 15 条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
(2) 都道府県知事または政令指定都市市長が発行する療育手帳の交付を受けて
いる人
(3) 知的障がい者更生相談所、児童相談所、精神保健福祉センター、障がい者
職業センター、精神保健指定医により知的障がい者と判定された人
(4) 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている人
※試験申込書提出時に (1) ～ (4) の条件に該当することが確認できる書類（写
し）を提出してください。

１人程度

社会福祉士 昭和 58 年４月２日以降に生まれた人で、社会福祉士資格を有する人、または
平成 31 年３月 31 日までに取得見込みの人 １人程度

土木技術職 
（高校卒）

昭和 58 年４月２日以降に生まれた人で、高校の土木専門課程を卒業した人、
または平成 31 年３月 31 日までに卒業見込みの人（学校教育法に基づく大学、
短期大学、高等専門学校、専修学校を卒業した人、または卒業見込みの人は
受験できません）

２人程度

建築技術職
（高校卒）

昭和 58 年４月２日以降に生まれた人で、高校の建築専門課程を卒業した人、
または平成 31 年３月 31 日までに卒業見込みの人

（学校教育法に基づく大学、短期大学、高等専門学校、専修学校を卒業した
人、または卒業見込みの人は受験できません）

１人程度

看護師 昭和 53 年４月２日以降に生まれた人で、看護師免許を有する人、または平成
31 年３月 31 日までに取得見込みの人 ４人程度

消防職 平成５年４月２日以降に生まれた人で、高校卒業程度の学力を有する人、ま
たは平成 31 年３月 31 日までに卒業見込みの人 ４人程度

平
成
31
年
度
採
用市

職
員
募
集

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
次
試
験

日
時　
９
月
16
日（
日
）

場
所　
高
梁
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
付
期
間　
８
月
23
日（
木
）ま
で
の
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
閉
庁
日
を

除
く
）

受
付
場
所　

消
防
職
以
外
の
職
種　

総
務
課
職
員

係（
〶
７
１
６
‐
８
５
０
１　

松
原
通

２
０
４
３
）

消
防
職　

消
防
本
部
消
防
総
務
課
庶

務
係（
〶
７
１
６
‐
０
０
４
６　

横
町

１
６
９
３
‐
１
）

申
込
用
紙
の
配
布
場
所　
総
務
課
、
成
羽

病
院
事
務
局
、
消
防
本
部
消
防
総
務
課
、

各
地
域
局

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み　
８
月
21
日（
火
）

の
消
印
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。
受
験
票
送
付

の
た
め
、
宛
名
を
明
記
し
82
円
切
手
を
貼
っ

た
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
☎（
21
）０
２
０
５
／
消
防
総

務
課
☎（
21
）０
１
２
２

18H30 (2018) ８月



お知らせ

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

自
衛
官
候
補
生

対
象　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
け
付
け　
随
時

試
験
日　

９
月
15
日（
土
）～
10
月
２
日

（
火
）の
う
ち
1
日
を
指
定

一
般
曹
候
補
生

対
象　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

受
け
付
け　
９
月
７
日（
金
）ま
で

１
次
試
験　
９
月
21
日（
金
）～
９
月
23
日

（
日
）の
う
ち
1
日
を
指
定

２
次
試
験　
10
月
12
日（
金
）～
10
月
17
日

（
水
）の
う
ち
１
日
を
指
定

航
空
学
生（
海
上
要
員
・
航
空
要
員
）

対
象　
高
卒（
見
込
含
）18
歳
以
上
23
歳
未

満（
海
上
要
員
）／
高
卒（
見
込
含
）18
歳
以

上
21
歳
未
満（
航
空
要
員
）　

受
け
付
け　
９
月
７
日（
金
）ま
で

１
次
試
験　
９
月
17
日（
月
）

２
次
試
験　
10
月
15
日（
月
）～
10
月
21
日

（
日
）の
う
ち
1
日
を
指
定

３
次
試
験　
11
月
22
日（
木
）～
12
月
19
日

（
水
）の
う
ち
1
日
を
指
定（
海
上
要
員
）／

11
月
17
日（
土
）～
12
月
20
日（
木
）の
う
ち

1
日
を
指
定（
航
空
要
員
）

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地

域
事
務
所
☎（
22
）２
３
１
４

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

求
職
者
支
援
訓
練
受
講
者
募
集

募
集
科　
９
月
～
12
月
に
開
講
す
る
基
礎

コ
ー
ス
・
実
践
コ
ー
ス（
介
護
福
祉
、
医

療
事
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間（
２
～
６
カ
月
）は

各
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件（
収
入
・
資
産
な
ど
）を
満

た
す
人
に
対
し
て
「
職
業
訓
練
受
講
給
付

金
」（
月
10
万
円
＋
交
通
費
）が
支
給
さ
れ

る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
☎（
22
）２
２
９
１

消
防
署
だ
よ
り

高
梁
市
消
防
団
に

学
生
消
防
団
員
が
入
団

新
製
品
開
発
等
支
援
事
業
補
助
金

　
新
事
業
の
創
出
に
よ
る
観
光
・
商
工
業

の
振
興
の
た
め
、
新
製
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
開
発
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の
１
事
業
を
採
択
し
ま

し
た
。

採
択
事
業

事
業
内
容　

ベ
ン
ガ

ラ
染
め
の
新
た
な
ブ

ラ
ン
ド
づ
く
り

申
請
者　
鎌か
ま

田た

英え
い

一い
ち

さ
ん（
松
原
町
春
木
）

問
産
業
観
光
課
☎（
21
）０
２
２
９

山
田
方
谷
の
軌
跡
を
巡
る

観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　

10
月
15
日（
月
）午
前
８
時
～
午

後
６
時
15
分（
東
西
ツ
ア
ー
）／
11
月
10

日（
土
）午
前
８
時
～
午
後
６
時（
南
北
ツ

ア
ー
）

内
容　
倉
敷
・
井
原
・
浅
口
・
笠
岡
を
巡

る
東
西
ツ
ア
ー
と
、
高
梁
・
新
見
を
巡
る

南
北
ツ
ア
ー
。
山
田
方
谷
ゆ
か
り
の
地
は

も
ち
ろ
ん
、
東
西
ツ
ア
ー
で
は
備
中
神
楽

鑑
賞
や
手
延
べ
麺
づ
く
り
、
南
北
ツ
ア
ー

で
は
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
散
策
や
千
屋
牛
の

食
事
な
ど
、
各
地
の
観
光
地
や
特
産
品
を

堪
能
し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

参
加
費　
各
日
１
人
４
５
０
０
円

申
し
込
み　

９
月
10
日（
月
）午
前
９
時

か
ら
ロ
ウ
ズ
観
光
株
式
会
社（
☎
０
８
６

（
４
６
６
）６
４
１
１
）に
て
電
話
で
の
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。（
定
員
各
日
40

人
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

問
山
田
方
谷
の
軌
跡

（
～
奇
跡
～
）
実
行
委

員
会（
倉
敷
市
観
光
課

内
）☎
０
８
６（
４
２
６
）

３
４
１
１

　
高
梁
市
消
防
団
で
は
、
初
め
て
の
学
生

消
防
団
員（
７
人
）が
入
団
し
、
６
月
24
日

に
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
高
梁
市
大
規
模
水
害
訓
練
」

が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
入
団
者
の
皆
さ
ん

も
訓
練
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

入
団
者
の
森も

り
し
げ
り
ょ
う
た

重
椋
太
さ
ん（
鉄
砲
町
）

は
、「
緊
迫
し
た
訓
練
を
見
て
身
が
引
き

締
ま
り
ま
し
た
。
地
域
防
災
の
役
に
立
て

る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
消
防
団
活
動
を
行

い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

問
消
防
総
務
課
☎（
21
）０
１
２
２

７
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
０
件（
前
月
比　
△
１
件
）

救
急　
２
３
２
件（
前
月
比　
＋
62
件
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
21
）０
１
２
１
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障がい児・児童のための手当を支給します

手当名 受給対象者 支給額（月額）

児童手当 中学校修了前の児童の保護者

３歳未満 15,000 円／３歳以上小学校修了前 10,000 円（第３子
以降 15,000 円）／中学生 10,000 円
※保護者の所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給付として
子ども１人につき一律 5,000 円

次に該当する児童の保護者には、各種手当・年金が支給されます 問こども未来課 ☎（21）０２８８

年金名 受給対象者 年金額（年額）

遺児年金
次に該当する中学生以下の児童の保護者
①両親を亡くした児童　②両親の一方を亡くした児童

児童 1 人につき
① 36,800 円　② 24,300 円

手当名 受給対象者 支給額（月額）

特別児童扶養手当
20 歳未満で、精神、知的、または身体に重度あるいは中程度の障がいがあ
る児童の生活の面倒を見ている人

１級　51,700 円
２級　34,430 円

障害児福祉手当
20 歳未満で、精神、知的、または身体に重度の障がいがあり、日常生活に
おいて常時特別の介護が必要な在宅の児童

14,650 円

特別障害者手当
20 歳以上で、著しく重度の障がいが重複するなど、日常生活において常時
特別の介護が必要な在宅の重度障がい者

26,940 円

※各種手当の受給者は９月 11 日（火）までに所得状況届を提出する必要があります。

年金名 対象児童 年金額（年額）

心身障害児童年金

20 歳未満で下記に該当する人の保護者
※障がい児福祉手当を受給中の場合は対象外
①�身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ａ級もしくは精神保健福祉手帳１級

を交付されている人、または特別児童扶養手当１級の認定を受けた人
②�身体障害者手帳３級、療育手帳Ｂ級（中度）もしくは精神保健福祉手帳２

級を交付されている人、または特別児童扶養手当２級の認定を受けた人

① 73,500 円

② 36,800 円

次に該当する在宅の重度障がい児（者）には各種手当・年金が支給されます 問福祉課☎（21）０２８４

子
育
て

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　
次
の
期
間
は
、
電
話
回
線
を
増
設
し
て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

い
じ
め
や
体
罰
、
不
登
校
、
親
に
よ
る
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
の
人
権

問
題
に
つ
い
て
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
間　
８
月
29
日（
水
）～
９
月
４
日（
火
）

時
間　
月
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
／
土
・
日
曜
日

午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
話
番
号　
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０（
通
話
料
無
料
）

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

マ
マ
の
た
め
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
＆
ヨ
ガ
講
座

日
時　
９
月
５
日
、
10
月
３
日
、
10
月
17
日
、
11
月
７
日（
全
て
水

曜
日
）午
前
10
時
～
11
時

場
所　
高
梁
市
図
書
館
４
階
多
目
的
室

対
象　
市
内
在
住
で
就
学
前
の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者（
定
員
20
人
）

※
託
児
可（
１
歳
以
上
・
要
予
約
）

申
し
込
み　
各
回
の
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
教
育
課
へ

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
４

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
会
員
募
集

　
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
は
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

の
た
め
、
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
一
口
３
０
０
円
の
会
費
を
も

と
に
子
ど
も
た
ち
へ
の
助
成
を
は
じ
め
各
種
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
会
員
募
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
事
務
局（
学
校
教
育
課
）

☎（
21
）１
５
０
９
／
各
小
学
校

児童扶養手当 父子・母子家庭などで 18 歳未満の児童の保護者 10,030 円～ 42,500 円（所得状況などによる）

※児童手当の受給者は毎年６月中に現況届を提出する必要があります。
※児童扶養手当の受給者は毎年８月中に現況届を提出する必要があります。
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種別 日程 時間 場所 問い合わせ

行政相談

３日（月） 午前９時～正午 高梁市コミュニティプラザ

岡山行政監視行政相談センター
☎０８６(２２４)１１００

５日（水） 午前９時～正午 川上総合学習センター

13日（木） 午前９時～正午 有漢農業構造改善センター

21日（金） 午前９時～正午 吹屋連絡所

なやみごと相談
４日（火） 午前９時～正午 市役所２階研修室

岡山地方法務局高梁支局
☎ (22)２３１８13日（木）

午前９時～正午 有漢農業構造改善センター

午前９時～正午 成羽文化センター

法律相談（要予約）12日（水） 午後１時～４時 市役所４階会議室２・４
市民課☎ (21)０２５４

消費生活相談 18日（火） 午後１時～３時 市役所２階研修室

司法書士相談
14日（金） 午前10 時～正午

有漢保健センター
岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎（22）７９０６備中総合センター

19日（水） 午後１時～４時 ポルカプラザ（ポルカ1階）

種別 曜日 場所 時間 問い合わせ

ふれあい相談
（福祉総合相談）

月～金
（祝日を除く）

社会福祉協議会
各支所

午前８時 30 分～
午後５時15 分

社会福祉協議会地域福祉課 ☎（22）７２４３
有漢支所 ☎（57）３２１８／成羽支所 ☎（42）２００５
川上支所 ☎（48）９７７０／備中支所 ☎（45）３１３１

種別 日 時間 場所 問い合わせ先
ゆう・ゆうタイム
「長寿園訪問」（要予約） ７日（金） 午前10 時～11時 30 分 子育て支援センター 子育て支援センター

☎（22）２４５０
こども未来課
☎（21）０２８８

赤ちゃんタイム 21日（金） 午前10 時～正午
子育て支援センター

家庭相談 13日・27日（木）午前10 時～午後４時

吉備プレーパーク
吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科☎（22）９２７３ 23日（日） 午前10 時～午後４時 吉備国際大学

第２子ども広場
こども未来課
☎（21）０２８８

育児・プレママ相談
20日（木） 午前10時～10時30分（受付）成羽文化センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

26日（水） 午前10 時～11時（受付） 高梁保健センター

27日（木） 午前10時～10時30分（受付）川上児童館

ちびっこ広場 20日（木） 午前10 時～11時 30 分 成羽文化センター

あそびのひろば 27日（木） 午前10 時～正午 川上児童館

教育相談 月～金
（祝日除く） 午前 9 時～午後５時 教育委員会相談室 学校教育課

☎（21）７８６７
病態栄養相談（要予約）

13日（木）
午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所
☎（21）２８３５子どもの心とからだの総合相談（要予約） 午後１時～３時

思春期・ひきこもり相談（要予約） 18日（火） 午後２時～４時

備北保健所
☎（21）２８３６

精神保健福祉相談（要予約）　 ５日（水） 午後２時 30 分～４時 30 分
エイズ・性感染症検査（要予約）
Ｂ・Ｃ型肝炎検査（要予約）
骨
こつずい

髄ドナー検査（要予約）
25日（火） 午後１時～２時

子育て支援・健康相談（９月）

種別 対象 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査
平成 29 年12月・平成 30 年５月生まれ 12日（水）

午後１時～
１時３０分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

平成 30 年４月～５月生まれ
平成 29 年11月～12月生まれ 14日（金） 成羽福祉センター

１歳６カ月児健康診査 平成 29 年２月～３月生まれ
14日（金） 成羽福祉センター

19日（水） 高梁保健センター

２歳６カ月児健康診査 平成 28 年２月～３月生まれ ６日（木） 高梁保健センター

子どもの健診（９月）

相談（９月）
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ロ
コ
モ
予
防
体
操
を
行
う
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
ま
す

　
「
き
れ
い
な
姿
勢
」「
こ
け
な
い
体
」
を

目
指
し
て
ロ
コ
モ
予
防
体
操
に
取
り
組
み

ま
せ
ん
か
。　

　
平
成
30
年
度
高
梁
市
元
気
な
か
ら
だ
づ

く
り
隊
事
業
で
は
、
各
地
域
で
の
ロ
コ
モ

予
防
体
操
へ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま

す
。

　
元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
隊
活
動
グ
ル
ー

プ
の
登
録
に
つ
い
て

対
象　
65
歳
以
上
の
人
が
3
人
以
上
で
集

古
こ

都
づ

式
しき

ロコモ予防体操に取り組んでの効果
（平成 29 年度・週１回の参加者アンケートより）

体調がよくなった

意欲が出た

交流が楽しい

非常に
そう思う

どちらかというと
そう思う

どちらとも
言えない

お腹が突き出て
背中や腰を痛め
やすい姿勢

背筋が伸びた
きれいな姿勢
に

①体力測定

②体や気持ちの変化

③姿勢の改善

体操に取り組んで１年後の体力テストで
約半数の参加者の体力が向上

「
聞
こ
え
」
の
相
談
会

　
聴
力
に
不
自
由
を
感
じ
て
い
る
人
を
対

象
に
、
専
門
家
が
補
聴
器
装
用
の
ア
ド
バ

イ
ス
や
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
9
月
1
日（
土
）午
前
10
～
正
午

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム

問
岡
山
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー
☎
０
８
６

（
２
２
４
）０
２
２
１
／
F
０
８
６（
２
２
４
）

０
２
３
６

健
康
・
福
祉

シ
ニ
ア
の
た
め
の
健
康
教
室

　
吉
備
国
際
大
学
臨
床
動
作
学
の
教
員
と

大
学
院
生
が
、
心
理
療
法
と
し
て
の
動
作

法
を
用
い
て
、
心
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日
時　
９
月
14
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　
吉
備
国
際
大
学
13
号
館
2
階

対
象　
肩
こ
り
・
腰
痛
の
改
善
を
目
指
す

シ
ニ
ア
世
代
の
人

料
金　
１
回
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
９
月
４
日（
火
）ま
で

問
吉
備
国
際
大
学
心
理
相
談
室
☎（
22
）

９
０
３
３

活動中のグループ一覧（開催時間などはお問い合わせください）

グループ名 場所 曜日
竹の子の会 西阿コミュニティハウス 水・金
鶴鳴東長寿クラブ 成羽福祉センター 水・木・金
すこやかクラブ 宇治総合会館 月
ロコモ体操 ポルカ市民交流コーナー 火・金
ロコモいきいきグループ 神原農村生活改善センター 土
成美ロコモよぼう会 成美集会所 金
落合 落合研修会館 月・木
蓮（はちす）の会 宝鏡寺 火・土
宇治カフェ元気グループ 宇治総合会館 木
川上地区社会福祉協議会 川上保健センター 水
元気の会 松原町コミュニティハウス 金

子
ど
も
の
た
め
の
養
育
費
相
談
会

　
岡
山
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
岡
山

県
司
法
書
士
会
に
よ
る
養
育
費
に
関
す
る

電
話
相
談
会
で
す
。

　
相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

日
時　
９
月
８
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後

４
時

電
話
番
号　
０
１
２
０
‐
５
６
７
‐
３
０
１

（
通
話
料
無
料
）

問
崎さ

き

山や
ま

晃あ
き

史ふ
み

さ
ん（
司
法
書
士
）☎（
22
）

７
９
０
６

子
育
て

ま
り
、
週
1
回
以
上
の
ロ
コ
モ
予
防
体
操

を
行
う
グ
ル
ー
プ

登
録
方
法　

①
「
高
梁
市
元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
隊
活

動
グ
ル
ー
プ
登
録
カ
ー
ド
」
を
介
護
保
険

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
カ
ー
ド

は
介
護
保
険
課
、
各
地
域
局
、
各
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

②
登
録
後
、「
元
気
な
か
ら
だ
づ
く
り
隊

活
動
グ
ル
ー
プ
実
績
台
帳
」
を
グ
ル
ー
プ

代
表
者
へ
送
り
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
活
動
で
受
け
ら
れ
る
支
援

①
体
操
の
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

②
活
動
開
始
後
６
カ
月
後
を
目
安
に
体
力

測
定
を
行
い
ま
す
。

③
初
め
て
体
操
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
に

は
ロ
コ
モ
予
防
体
操
Ｄ
Ｖ
Ｄ（
10
分
版
・

30
分
版
）を
お
渡
し
し
ま
す
。

問
介
護
保
険
課
☎（
21
）０
３
０
０

22H30 (2018) ８月



お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

高
梁
寄
席
２
０
１
８

　
テ
レ
ビ
で
人
気
の
落
語
家
、
三
遊
亭
好

楽
さ
ん
と
三
遊
亭
円
楽
さ
ん
に
よ
る
落
語

会
で
す
。

日
時　
９
月
２
日（
日
）午
後
２
時
開
演

（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館

料
金　
３
０
０
０
円（
前
売
り
）

　
チ
ケ
ッ
ト
は
高
梁
総
合
文
化
会
館
、
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で
購
入
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
度
の
災
害
で
り
災
さ
れ
た

人
を
対
象
に
割
引
招
待
を
行
い
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
総
合
文
化
会
館
☎（
22
）１
０
４
０

岡
山
理
科
大
学
付
属
高
等
学
校
ア

ニ
メ
・
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
作
品
展

会
期　
９
月
10
日（
月
）～
９
月
27
日（
木
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
毎
週
金
曜
日

場
所　
吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館

入
館
料　
一
般
４
０
０
円
／
高
校
・
大
学

生
３
０
０
円
／
小
・
中
学
生
２
０
０
円

問
吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館
☎

（
48
）３
６
６
４

　倉敷市や高梁川流域市町の魅力あふれる地域資源を市内外に発信する一大イベントです。
　７月豪雨の影響は残るものの、一部内容を変更し、がんばっている倉敷を市内外へ発信します。
　倉敷市や７月豪雨の被災地域を含む高梁川流域市町、さらに香川県や東北地方からもさまざまな特産品・ご
当地グルメが大集合します。
　学生たちの元気いっぱいのパフォーマンスや、
子どもたちに人気のご当地キャラクターが集合
するなど、見て・買って・食べて・体験して、
楽しめるイベントです。

日時　９月 30 日（日）午前９時～午後４時
場所　倉敷みらい公園（ＪＲ倉敷駅北口）
老舗・特産品ゾーン　倉敷の各地域（倉敷・児島・玉島・つくぼ・真備・船穂）
　　　　　　　　　　の特産品・老舗の PR や販売、ご当地グルメなど
高梁川流域ゾーン　高梁川流域市町の特産品・ご当地グルメのＰＲや販売など
魅どころステージ　パフォーマンスやご当地キャラクターなど

問倉敷市商工課くらしき地域資源推進室☎０８６（４２６）３４０６
　倉敷市コールセンター☎０８６（４２６）３０３０

がんばろう！倉敷・高梁川流域
～至極の逸品～

高梁川流域圏の紙面交流

倉敷市のイベント情報 くらしきフェア

文
化

夏
の
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
ン
チ
フ
ェ
ア

吉
備
国
際
大
学
公
開
講
座

ま
ち
な
か
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

期
間　

８
月
20
日（
月
）～
９
月
28
日

（
金
）午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時（
土
。

日
・
祝
日
は
休
業
）

場
所　
順
正
学
園
国
際
交
流
会
館
１
階

レ
ス
ト
ラ
ン
「
ラ
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
」

内
容　
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
ン
チ
６
０
０
円

／
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
５
０
０
円

※
い
ず
れ
も
ス
ー
プ
・

サ
ラ
ダ
・
コ
ー
ヒ
ー

付
）問

株
式
会
社
Ｊ
Ｅ
Ｉ

☎（
22
）３
７
２
０

「『
し
忘
れ
』の
原
因
と
対
応
に
つ
い
て
」

日
時　
９
月
１
日（
土
）午
前
10
時
30
分

～
正
午

講
師　
狩か

り

長な
が

弘ひ
ろ

親ち
か

さ
ん（
吉
備
国
際
大

学
作
業
療
法
学
科
講
師
）

場
所　
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン

２
階
市
民
交
流
コ
ー
ナ
ー

参
加
費　
無
料（
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
）

問
吉
備
国
際
大
学
庶
務
課
☎（
22
）７
４
０
４

23 H30 (2018) ８月
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ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

第
26
回
市
民
柔
道
大
会

日
時　
10
月
８
日（
月
）午
前
９
時
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館
格
技
場

対
象　
市
内
へ
通
学
す
る
児
童
・
生
徒
お

よ
び
招
待
選
手（
倉
敷
市
・
新
見
市
）

部
門　
団
体
戦　
小
学
生
の
部
／
個
人
戦　

幼
年
の
部
・
小
学
生
各
学
年
の
部

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
９
月
14
日（
金
）ま
で
に
高
梁

柔
道
会
へ

問
高
梁
柔
道
会 

金か
な

澤ざ
わ

茂し
げ
るさ
ん
☎（
22
）

２
１
０
９

ス
ポ
ー
ツ

市
民
硬
式
テ
ニ
ス
教
室

日
時　
昼
の
部　
９
月
４
日
～（
毎
週
火

曜
日
・
全
10
回
）午
前
10
時
～
11
時
20
分

／
夜
の
部　

９
月
２
日
～（
毎
週
日
曜

日
・
全
10
回
）午
後
７
時
40
分
～
９
時

場
所　
高
梁
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　

昼
の
部　

16
歳
以
上
／
夜
の
部　

小
学
生
以
上

参
加
費　
１
人
２
０
０
０
円（
保
険
料
含

む
／
初
日
に
集
金
）

問（
申
し
込
み
）ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎

（
21
）０
４
２
５

高
梁
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日
時　
10
月
７
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

部
門　
団
体（
男
子
・
女
子
）、
個
人（
一

般
男
子
・
一
般
女
子
・
シ
ニ
ア
男
子
・
シ

ニ
ア
女
子
）

参
加
費　

団
体
２
０
０
０
円
／
個
人

７
０
０
円

申
し
込
み　
９
月
29
日（
土
）ま
で
に
市
体

育
協
会（
☎（
21
）０
３
３
７
）へ

問
三み

上か
み
貴た

か
史し

さ
ん
☎
０
９
０
‐
９
７
３
０

‐
３
２
１
９

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
伴
う
イ
ベ
ン
ト
中
止
の
お
知
ら
せ

ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ

２
０
１
８
高
梁
吹
屋
ふ
る
さ
と
村
大
会

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
り
、
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
リ
ー
ズ
で
使
用
す

る
コ
ー
ス
な
ど
も
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
関
係
諸
機
関

と
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ー
ス
の
復
旧
目
途

が
た
た
ず
、
ま
た
、
選
手
の
安
全
性
が
確

保
で
き
な
い
た
め
、
本
年
度
の
大
会
は
や

む
な
く
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
大
会
参
加
予
定
者
に
は
大
会
参

加
費
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
個
別
に

通
知
し
て
い
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
☎（
21
）０
４
２
５

高
梁
総
合
文
化
会
館
「
松
竹
大
歌
舞
伎
」

（
９
月
12
日（
水
）開
催
予
定
）は
豪
雨
災
害

の
影
響
に
よ
り
、
や
む
な
く
開
催
中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
さ
れ
た
人
に

つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
次
の
方
法
で
代

金
の
払
い
戻
し
を
し
ま
す
。

払
い
戻
し
方
法

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
で
購
入
し
た
場
合

　
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
に
よ
る
払
い
戻
し
を
行

い
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
以
外
で
購
入
し
た
場
合

①
現
金
に
よ
る
払
い
戻
し　
チ
ケ
ッ
ト
を

持
参
の
上
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
の
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

②
口
座
振
込
に
よ
る
払
い
戻
し　
所
定
の

払
い
戻
し
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
チ
ケ
ッ
ト
と
一
緒
に
高
梁
総
合
文
化

会
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
払
い
戻
し

請
求
書
は
、
高
梁
総
合
文
化
会
館
、
各
地

域
局
に
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

問
高
梁
総
合
文
化
会
館
☎（
22
）１
０
４
０

高
梁
市
歴
史
美
術
館
「
生
き
て
い
く
衝
動　

石
村
嘉
成
展
～
作
品
は
、
僕
の
こ
と
ば

～
」（
７
月
14
日
～
９
月
17
日（
月
・
祝
）開

催
予
定
）は
開
催
を
延
期
し
ま
し
た
。（
時

期
は
未
定
）

高
梁
市
歴
史
美
術
館
「
生
誕
１
０
０
年　

宮
本
隆
～
岡
山
彫
刻
界
の
パ
イ
オ
ニ
ア

～
」（
９
月
22
日（
土
）～
11
月
26
日（
月
）開

催
予
定
）は
開
催
を
延
期
し
ま
し
た
。（
時

期
は
未
定
）

問
高
梁
市
歴
史
美
術
館
☎（
21
）０
１
８
０

第
29
回
高
梁
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

日
時　
10
月
13
日（
土
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
陸
上
競
技
場

対
象　
高
梁
市
内
に
在
住
・
勤
務
・
通
学

す
る
人
・
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

部
門　
市
内
各
公
民
館
に
備
え
て
あ
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

参
加
費　
５
０
０
円

申
し
込
み　
９
月
28
日（
金
）午
後
５
時
ま

で
に
市
体
育
協
会
へ

※
中
長
距
離
走
の
記
録
は
、
第
８
回
「
晴

れ
の
国
岡
山
」
駅
伝
競
走
大
会
の
出
場
選

考
資
料
と
な
り
ま
す
。

問
高
梁
市
体
育
協
会
☎（
21
）０
３
３
７
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健
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祉
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種
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ー
ツ
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ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

吉備国際大学シャルム岡山高梁からのお知らせ

問高梁スポーツクラブ☎（22）９４０３

求人情報（９月）
職　種 所在地 賃 金 月 額

工場作業 高倉町 240,000 円～ 250,000 円
一般廃棄物収
集運搬業 下町 148,500 円～ 165,000 円

看護師 南町 212,800 円～ 252,800 円
現場監督 正宗町 240,000 円～ 320,000 円
自動車整備士 段町 200,000 円～ 260,000 円
調理師（料理
長） 松原町 280,000 円～ 320,000 円

土木技術者 川上町 168,000 円～ 324,000 円
食品製造業

（パート） 有漢町 時給 800 円
接客・レジ・
清掃（パート） 旭町 時給 800 円～ 950 円
売店販売員

（パート） 落合町 時給 800 円

※�詳しくはハローワークインターネットサービス
www.hellowork.go.jp をご覧ください。

問ハローワーク高梁☎（22）２２９１

２日（日）
藤本診療所（松原通） ☎（22）３７６０

備中診療所（備中町） ☎（45）９００１

９日（日）
備中整形外科（成羽町）
☎（42）４３１１

三村医院（巨瀬町） ☎（25）９０１０

16 日（日） 成羽病院（成羽町） ☎（42）３１１１

17 日（月）
池田医院（中間町） ☎（22）２２４４

野村医院（巨瀬町） ☎（25）０００３

23 日（日） 仲田医院（落合町） ☎（22）０５１１

24 日（月） 高梁中央病院（南町） 
☎（22）３６３６

30 日（日）
西医院（中之町） ☎（22）２８２０

まつうらクリニック（成羽町）
☎（42）２３１５

休日当番医（９月）

※休日当番医が変更になる場合があります。
　受診前に電話でご確認ください。
問高梁市消防本部 緊急情報ダイヤル☎（21）０１００

【おわびと訂正】６月号 22 ページに誤りがありました。おわびして訂正します。
「GO ！ GO ！ Charme」　誤…呉

く れ や
屋 絵

え り こ
理子　正…呉

ご や
屋 絵

え り こ
理子　

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時　
10
月
14
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し
て

い
る
人

部
門　
ダ
ブ
ル
ス
は
１
部
～
４
部
ま
で
・

男
女
の
組
み
合
わ
せ
は
自
由（
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

参
加
費　

個
人
戦
大
人
１
人
１
種
目

１
０
０
０
円（
高
校
生
以
下
５
０
０
円
）

申
し
込
み　
９
月
25
日（
火
）ま
で
に
市
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
へ

問
高
梁
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会 

長は

谷せ

川が
わ

香か

織お
り

さ
ん
☎
０
９
０
‐
１
０
１
１
‐
７
５
１
２

高
梁
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
交
歓
大
会

日
時　
10
月
16
日（
火
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
多
目
的
広
場

対
象　
市
内
に
在
住
す
る
人

部
門　
個
人
ゲ
ー
ム
の
み（
８
ホ
ー
ル
２

コ
ー
ス
）

参
加
費　
８
０
０
円（
参
加
申
込
時
）

申
し
込
み　
９
月
16
日（
日
）ま
で
に
市
体

育
協
会（
☎（
21
）０
３
３
７
）へ

問
高
梁
市
グ
ラ
ウ
ン
ド･

ゴ
ル
フ
協
会

高
梁
会 

門も
ん

瀬せ

邦く
に

夫お

さ
ん
☎
０
９
０
‐

４
６
５
３
‐
９
０
３
９

パパ・ママ・子育て応援企業
　　　　特定非営利活動法人発達支援ネット
ワークつむぎ（横町 1072-1）が新規登録され
ました。（５月 15 日）
　パパ・ママ・子育て応援企業
　　詳しくは市ホームページで
問こども未来課 ☎（21）０２８８

　西日本豪雨災害により被害に遭われた方にお悔やみ、
お見舞いを申し上げます。
　災害直後から暑い日が続き、復旧作業にも多く不便
があると思いますが、無理のないよう、一日でも早い
復旧を願っています。
　シャルムのメンバーは練習の合間を見てボランティ
ア活動に参加させていただきましたが、その行く先々
で「試合頑張ってね」「応援してるよ」と声をかけてい
ただき、反対にこちらが勇気や元気をもらいました。
　吉備国際大学シャルム岡山高梁は、来季のなでしこ
リーグ昇格の可能性がなくなりましたが、プレーオフや
皇后杯、大学選手権で自分達らしいプレーをすることで、
市民の皆さんに笑顔と勇
気を与えていきたいです。
　最後の試合まで応援を
よろしくお願いいたしま
す。

25 H30 (2018) ８月



知るぶぷれは「高梁を知る」と「シ
ルブプレ」（フランス語で「よろし
ければ」）をかけ合わせた言葉です

　
市
内
で
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
し
て
い
る

人
を
、
外
国
人
で
あ
る
私
が
訪
ね
て
話
を

聞
く
「
高
梁
知
る
ぶ
ぷ
れ
」。

　
私
は
７
月
末
で
市
の
国
際
交
流
員
を
退

任
し
た
の
で
、
こ
の
２
年
間
を
振
り
返

り
、
思
い
を
記
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
高
梁
を
よ
り
良
く
知
る
に
は
短
い
２
年

間
で
し
た
が
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し

て
い
た
だ
い
た
人
や
高
梁
市
図
書
館
で
開

催
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
出
会
っ
た
人

達
の
お
か
げ
で
、
地
方
の
小
さ
な
ま
ち
な

ら
で
は
の
連
帯
感
や
、
少
子
高
齢
化
な
ど

の
問
題
に
負
け
ず
に
新
し
い
形
で
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
力
な
ど
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
思
え
ば
、
も
っ
と
多
く
の
人
達
と
協

力
し
て
、
企
画
を
作
り
押
し
上
げ
る
、
あ

た
か
も
「
政
治
」
と
言
え
る
よ
う
な
こ
と

も
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
夜
勤
を
し
な
が
ら
孤
独
に

暮
ら
す
技
能
実
習
生
の
よ
う
な
外
国
人
住

民
が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
、
国
際

的
な
催
し
な
ど
を
多
く
行
う
こ
と
で
、
県

内
で
外
国
人
の
割
合
が
最
大
の
高
梁
市

が
、
日
本
で
最
も
外
国
人
が
住
み
や
す
い

自
治
体
に
な
る
よ
う
挑
戦
す
る
こ
と
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
や
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
な

ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な

ま
ち
と
し
て
、
河
川
を
利
用
し
た
ス
ポ
ー

ツ
や
自
転
車
ル
ー
ト
な
ど
を
充
実
さ
せ
、

国
籍
を
問
わ
ず
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
好
き
を

引
き
寄
せ
る
、
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

　
高
梁
市
の
力
は
、
遺
産
よ
り
も
、
自
然

よ
り
も
、
変
化
へ
の
対
応
能
力
だ
と
思
い

ま
す
。
10
年
先
を
想
像
す
る
と
、
常
に
優

れ
た
人
材
を
受
け
入
れ
な
が
ら
、
共
通
の

目
標
の
下
、
市
民
が
一
つ
に
な
っ
て
企
画

を
実
現
し
て
い
く
情
景
が
思
い
浮
か
び
ま

す
。
視
野
を
広
げ
、
意
見
を
交
わ
し
、
個

人
あ
る
い
は
数
人
の
仲
間
か
ら
で
も
、
下

か
ら
上
へ
の
「
政
治
」
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
乗
り
超
え
ら
れ
な
い

問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
、
２
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
高
梁
は
私
の
日
本
の
故
郷
で

す
。
も
ち
ろ
ん
ま
た
や
っ
て
来
ま
す
よ
。

メ
ル
シ
ー
ボ
ク
ー
、
オ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー（
本

当
に
あ
り
が
と
う
、
ま
た
ね
）。

高梁のまちを眺めるエド

⑫

　

こ
ん
に
ち
は
、
松

野
で
す
！

高
梁
に

移
住
し
て
は
や
３
年
。

０
歳
だ
っ
た
次
男
は

岡
山
弁
を
話
し
、
長

男
は
来
年
小
学
生
。

夫
は
ピ
オ
ー
ネ
農
家
と
し
て
独
立

し
て
初
め
て
の
収
穫
を
控
え
、
そ

し
て
私
は
「
起
業
型
」
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
な
っ
て
１
年
10
カ

月
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　
私
の
主
な
活
動
は
、
宇
治
町
に
あ
る
旧
西

仲
田
邸
と
い
う
古
民
家
の
再
生
と
、
高
梁
の

食
材
や
文
化
な
ど
の
魅
力
を
生
か
せ
る
カ

フ
ェ
の
開
業
を
目
指
す
こ
と
で
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
平
成
29
年
７
月
に
市
街
地
の
内

山
下
で
週
末
限
定
の
カ
フ
ェ
「
古
民
家
カ

フ
ェ
茶さ
く
ら蔵

」
を
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

高
梁
産
の
食
材
の
素
晴
ら
し
さ
と
、
多
く
の

方
の
ご
協
力
や
応
援
に
支
え
ら
れ
、
１
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
実
際
に
お
店
を
運
営
し
、
多
く
の
お
客
様

と
直
接
関
わ
れ
た
こ
と
で
、
飲
食
店
経
営
の

難
し
さ
や
面
白
さ
、
そ
の
他
の
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
経
験
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
生
か
す
た

め
、
ご
愛
顧
い
た
だ
い
た
内

山
下
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
店
を

こ
の
７
月
末
で
閉
店
し
ま
し

た
。

　

旧
西
仲
田
邸
の
リ
フ
ォ
ー

ム
完
成
目
標
を
来
年
夏
と
定

め
、
今
後
は
古
民
家
再
生
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
開
催
し
な
が
ら
、
宇
治
マ
ル

シ
ェ（
毎
月
第
１
木
曜
日
・
宇
治
地
域
市

民
セ
ン
タ
ー
）な
ど
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に

カ
フ
ェ
と
し
て
出
店
す
る
活
動
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
遠
く
な
い
将
来
、
大
好
き
な
里
山

で
あ
る
宇
治
の
町
で
、「
古
民
家
カ
フ
ェ

茶
蔵
」
本
開
店
の
ご
案
内
が
で
き
る
よ
う

張
り
切
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

松
ま つ の

野 夏
な つ こ

子隊員

内山下のプレオープン店
は惜しまれつつ閉店

宇治町の旧西仲田邸
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健康づくり応援通信 ⑫ 問 健康づくり課 ☎（21）０２６７

災害時のこころのケア

　突然の大きな災害の後は、「こころ」と「からだ」に
さまざまな変化が起こり、被災者はもちろん、支援者も
大きなストレスを受けています。
　これは、日常とかけ離れた大きな出来事に対して誰に
でも起こり得ることですが、時間とともに元の状態に回
復します。
　無理をせず、「こころ」と「からだ」を大切にしましょう。

こんなときは早めに医師や保健師に相談しましょう
○ 気持ちや体の苦痛が長く続くと感じたとき
○ お酒の量が増えた、飲まずにいられない
○ 寂しいのに素直に話せる相手がいない
○ 家族や友人の様子が心配なとき
相談窓口 　一人で悩まずお気軽にご相談ください
➢ 健康づくり課 ☎（21）０２２８
➢ 備北保健所 ☎（22）２８３６
➢ こころの医療たいようの丘ホスピタル ☎（22）２２１７
➢ たかはしあんしんでんわ ☎０１２０-７７８-５５３
➢ 岡山県精神保健福祉センター ☎ 086（201）０８５０

身体
眠れない

疲れがとれない
食欲がない
頭痛がする

「こころ」と「からだ」に起こりやすい変化
感情
怒りやすい
何も感じない
罪悪感・無力感

思考 混乱・興奮
物事に集中できない
自分を責める

対人他人や社会に
対する不信感

見捨てられたような
気持ちになる

少しでも回復するためにできること

睡眠・休息・食事
を十分にとる

困っていることを
素直に言葉にして
家族や友人と話す

軽い運動や
ストレッチを

おこなう
がんばりすぎない

ようにする

成羽病院通信 問成羽病院 ☎（42）３１１１

地
域
連
携
室
の
役
割

地
域
連
携
室　
西に

し
か
わ川　

寛と
も
き紀

　
平
成
30
年
4
月
1
日
付
け
で
、
地
域
連
携
室
は
川
上
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
同
成
羽
事
業
所
と
と
も
に
、
院
内
に
新
た
に
創
設
さ
れ
た
地
域
医
療
部
の
所
属

と
な
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
少
子
高
齢
化
が
他
市
町
村
と
比
べ
て
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め
ら
れ
る
中
、
当
院
が
ど
の
よ
う
に
地
域
医
療
を

担
っ
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
、
独
居
、
認
知

症
の
増
加
、
介
護
者
不
足
な
ど
、
在
宅
生
活
が
困
難
な
要
因
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、「
最
期
ま
で
そ
の
人
ら
し
く
過
ご
せ
る
た
め
の
支
援
」
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
平
成
30
年
の
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
同
時
改
訂
で
も
在
宅
支
援

に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
連
携
室
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
定
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
今
あ
る
社
会
資
源
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
体
制
の
構
築
と
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
治
療
に
関
す
る
こ
と
か
ら
各
種

制
度
の
説
明
ま
で
幅
広
く
対
応
で
き
る
相
談
窓
口
と
し
て
支
援
を
し
て
い
き
ま

す
。

地
域
連
携
室
の
業
務
内
容

○
入
院
、
退
院
の
患
者
支
援

○
医
療
、
福
祉
、
お
よ
び
介
護
な
ど
の
相
談

○
他
医
療
機
関
か
ら
の
転
院
支
援

○
院
内
連
携
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催

○
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
の
受
入
れ
調
整

○�

地
域
の
医
療
機
関
、
施
設
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
と
の
連
携

○
訪
問
診
療
、
訪
問
看
護
の
調
整

○
外
来
・
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
の
連
携

○
「
連
携
通
信
な
り
わ
」
の
発
行（
年
12
回
）　
な
ど
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図書館だより

高梁市図書館のイベント情報

今月のおすすめ図書

お互い40代婚
たかぎ なおこ　著　 ／ 　ＫＡＤＯＫＡＷＡ　出版

　人気イラストエッセイ作家・たかぎなおこさ
んの実体験。40 歳での結婚、出産、子育てを
綴ったエッセイです。
　人生の折り返し地点で遭遇する「これからの
人生どうしよう？」。結婚という道を選んだた
かぎさんの、くすっと笑えるほのぼのとした日
常を優しいイラストで楽しめます。

一般書

高
梁
市
図
書
館
　

　
　
　
堤
つ
つ
み 

裕ゆ

み

こ
美
子 

さ
ん

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～
日　　時　９月８日（土）午前 10時～
小型絵本　ぶつくさモンクターレさん　
大型絵本　となりのたぬき
紙 芝 居　いなむらの火
工　　作　ひこうきをとばして遊ぼう
問成羽図書館☎（42）２５８９
　 午前９時～午後５時 開館（月曜日休館）

問高梁市図書館☎（22）２９１２
　 午前９時～午後９時 開館（年中無休）

20日（月） なごみの森 1４:３０ ～ 1５:３0

21日（火）
川面地域市民センター
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:30 ～ 11:30
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 16:００

22日（水） 西山郵便局横 11:40 ～ 12:10

23日（木） 巨瀬地域市民センター
イズミゆめタウン

10:00 ～ 1１:０0
1４:１５ ～ 1４:４５

24日（金） 高倉地域市民センター
中井地域市民センター

1２:３0 ～ 1３:０0
1３:３0 ～ 1４:０0

27日（月）
玉川地域市民センター
吹屋連絡所
ささゆり苑

10:00 ～ 11:00
14:15 ～ 1５：１5
1５:4５ ～ 1６:1５

９月の移動図書館

第1・3月曜日
（３日のみ）

なごみの森 1４:３０ ～ 1５:３0

第1・3火曜日
（４日・18日）

川面地域市民センター
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:30 ～ 11:30
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 16:００

第1・3水曜日
（５日・19日）

川上ふるさとプラザ
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

1４:００ ～ 1５:００
1５:３0 ～ 1５:４５
16:00 ～ 16:３０

第1・3木曜日
（６日・20日）

やまびこカフェ
宇治地域市民センター

1１:１５ ～ 1２:１５
14:３0 ～ 15:３0

第2・4月曜日
（10日のみ）

玉川地域市民センター
吹屋連絡所
ささゆり苑

10:00 ～ 11:00
14:15 ～ 1５：１5
1５:4５ ～ 1６:1５

第2・4水曜日
（12・26日）

西山郵便局横 11:40 ～ 12:10

第2・4木曜日
（13日・27日）

巨瀬地域市民センター
イズミゆめタウン

10:00 ～ 1１:０0
1４:１５ ～ 1４:４５

第2・4金曜日
（14日・28日）

高倉地域市民センター
中井地域市民センター

1２:３0 ～ 1３:０0
1３:３0 ～ 1４:０0

若宮正子さん講演会
「マーチャン、世界を飛び回る！ 81 歳でゲーム

アプリを開発した若宮正子さんのチャレンジ」

日　　時　９月 15日（土）午後１時～２時 30分
場　　所　４階多目的室
参 加 費　無料（参加券を２階カウンターで配布）
定　　員　50 人
講　　師　若

わかみや
宮正

ま さ こ
子さん

　　　　　（世界最高年齢のプログラマー）

８月の移動図書館

　移動図書館車が故障したため、8月から代替車での
運行を開始しています。運行スケジュールは変更す
る場合がありますので、詳しくは高梁市図書館ホー
ムページをご確認ください。
　また、代替車のため積載冊数やサービスを縮小し
て運行しています。ご希望のジャンルや資料があり
ましたら、高梁市図書館までお問合せください。

移動図書館について

※小学校への巡回はお休みします。

ホームページ
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岡
山
に 

大
雨
特
別 
警
報
が 

無
事
な
我
が
家
も 

買
い
物
難
民

お
盆
ご
先
祖
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送ってください　次号（９月号）分の締め切りは８月27日（月）必着です
①９月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子さんの写真に、お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生年月
日、年齢、住所、応募者の氏名と続柄、電話番号を明記して送付してください。市ホームページでも応募できま
す。応募いただいた内容は、広報たかはしのほか、市行政放送、市ホームページ、公式動画サイトで公開します。
②短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のもので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふりがな）・
年齢・住所・電話番号を明記して投稿してください。投稿多数の場合、すべてを掲載できないことがあります。

また、表記を一部編集させていただくこともあります。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕広報たかはし「市民のページ」係
    ☎（21）０２１０ hisyo@city.takahashi.lg.jp

市ホームページ

俳
句
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３
さい

石
いしはら

原 空
そらふみ
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（成羽町下原）

４
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川
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原 結
ゆ あ
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（原田南町）

２
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山 莉
り
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ほ
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（落合町阿部）
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溜
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谷 采
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７月・８月に誕生日を
迎えた子どもたちです

お誕生日

おめでとう！
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ゆ う ま
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（落合町阿部）
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 中
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山 紗
さ ら
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（津川町八川）
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日
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（横町）
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手
話
を
や
っ
て
み
よ
う
！
　
～
は
じ
め
ま
し
て
～

②

①
重
ね
た
両
手
の
上
側
の
手
を
引
き
上
げ
な
が
ら
、
人
差
指
を
出
す

②
立
て
た
両
手
人
差
指
を
前
後
に
向
か
い
合
わ
せ
近
づ
け
る

長寿おめでとうございます

　100歳（大正７年生まれ）の誕生日を迎えられた方を副市長
らが訪問し、記念品や花束を贈って長寿を祝いました。市内
で100歳以上の人は７月31日現在、57人（男性９人、女性
48人）です。

小
こ ぶ き

吹 正
ま さ し

志さん

（川上町上大竹）
妹
せ の お

尾 節
せ つ よ

代さん

（和田町）
蛭
ひ る た

田 禎
さ だ お

男さん

（有漢町有漢） 今
い ま だ

田 智
と も き

己さん 
（高梁小学校４年）

①
※
「
最
初
」「
初
め
て
」
と
い
う
手
話

※
「
会
う
」
と
い
う
手
話

２
さい

島
し ま だ

田 大
た い が

雅ちゃん
（玉川町玉）

日　時　12 月２日（日）　昼：午後１時～　夜：午後４時 30分～
場　所　高梁総合文化会館（各 30分前に開場）
料　金　Ｓ席…4,500 円　Ａ席…4,000 円（全席指定）
　　　　（当日のチケットは 500円増／未就学児の入場はお断りします）
※８月 23日（木）から市内各所でチケットを販売します。

問高梁総合文化会館☎ (22)１０４０

  ものまねエンターテイメント！

コロッケコンサート

１
さい

梶
か じ た

田 陽
は る き

生ちゃん
（落合町阿部）

31 H30 (2018) ８月
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人　口 高梁いんふぉ

環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
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し
い
大
豆
油
イ
ン
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て
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す
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本
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。

追悼特別展  高倉 健

▼
災
害
が
発
生
し
、
私
達
も
普
段
と

異
な
る
仕
事
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

豪
雨
か
ら
数
日
経
つ
と
、
時
間
が

あ
る
日
は
市
内
各
地
を
回
り
、
地
域

の
方
た
ち
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
想
像
を
絶
す
る
被
害
に
遭
っ
た

方
に
不
躾
な
質
問
を
す
る
こ
と
は
難

し
い
も
の
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
お

疲
れ
の
中
、
丁
寧
に
説
明
し
て
く
だ

さ
り
、
そ
し
て
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ

い
て
時
に
笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
人
は
強
い
。

め
げ
ん
で
高
梁
。�

（
山
崎
太
朗
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３０，９０１ ー 51

男 性 １４，９０６ ー 22

女 性 １５，９９５ ー 29

世帯数 １４，５７２ ＋ 16
( 平成 30年７月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

劉  珊珊さん
りゅう  さんさん 　24 歳　正宗町

　中国湖
こ

北
ほく

省赤
せき

壁
へき

市生まれで、現在は吉備国際
大学 3回生の珊珊さん。子どものころは静かで
大人しかったそうですが、小学生のときに読ん
だ日本の漫画の登場人物の影響で、意見や言い
たいことをはっきり言うようになったそうです。
　流暢な日本語を話す珊珊さんですが、「大学で
はもちろん、アルバイトをして日本人の仲間と
働くことで、日本語や日本のことを知ることが
できています」とのこと。そして、「外国だった
日本へやって来たように、次はアジアを外から
見ることができる場所へ行ってみたい。そのた
めに英語を勉強しています」とも。
　「好きな場所で自分らしく生きたい。だから、
いろいろな土地の人の考えが知りたい」と話す
珊珊さんに、高梁について尋ねると、「人が優し
い、素敵なまちだと思います」と答えてくれま
した。

会期　９月 24 日（月・振）まで
時間　午前９時～午後５時
　　　（入場は午後４時 30 分まで）

場　所　成羽美術館
休館日　月曜日（９月17日・24日は開館）

料金　一般・シニア 1,000 円／高校・大学生 800 円／小・中学生 500 円
　　　（20 人以上の団体は２割引き）

問成羽美術館☎（42）４４５５

　任俠映画で一時代を築き、数多くの名作や話題作に出演した映画俳優・高
たか
倉
くら
健
けん
の仕事

を回顧し、改めてその業績を顕彰します。
　全出演作205本の出演場面の映像のほか、本人が所蔵していた脚本や小道具、スチー
ル写真、ポスターなど貴重な資料を一堂に展示します。
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